
 

総務委員会・分科会  会議記録  

   

１  期 日   令和７年３月 17日（月）  

              午前９時 24分  開会  

              午後３時 11分  閉会  

 

 

２  場 所   第１委員会室  

３  出 席 委 員    委  員  長  村岡  峰男  

            副委員長  芹澤  正志  

            委   員  芦田  竹彦、石田  清、  

                 岡本  昭治、西田   真、  

                  

４  欠 席 委 員    なし  

５  説 明 員   （別紙のとおり）  

６  傍 聴 議 員    なし  

７  事 務 局 職 員    主   幹  堂垣  真弓  

８  会議に付した事件    （別紙のとおり）  

   

             総務委員長    村岡  峰男  

 



総 務 委 員 会（ 分 科 会 ）次 第 

 
2025年３月17日（月）９：30～ 

第１委員会室 

 

１ 開会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

(1) 付託・分担案件の審査について <２頁> 

ア 委員会審査 

 

 

イ 分科会審査 

 

 

(2) 意見・要望のまとめについて 

ア 委員会意見・要望のまとめ 

 

 

イ 分科会意見・要望のまとめ 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉会 
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令和７年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託表 

 

【 総 務 委 員 会 】 

  第２号議案 豊岡市過疎地域持続的発展計画の変更について 

  第３号議案 豊岡市辺地総合整備計画の策定について 

   第10号議案 豊岡市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   第11号議案 豊岡市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び豊岡市職員の育児

休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

 第36号議案 令和７年度豊岡市管理会財産区特別会計予算 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【 総 務 分 科 会 】 

  第18号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第28号議案 令和７年度豊岡市一般会計予算 

※ 第18号議案及び第28号議案中の人件費分は、総務分科会に一括分担する。 
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 令和７年３月定例会  

総務委員会（分科会） 審査日程表 

審 査 日 程 所管（出席対象）部署 審  査  内  容 

３月17日（月） 
９：30～ 

 
第１委員会室 
 

【議会事務局】 

【市長公室】秘書広報課、経営企画課、 

DX･行財政改革推進課 

【行政管理部】財政課、資産活用課 

【危機管理部】危機管理課 

【市民部】税務課 

【消防本部】総務課、予防課、警防課 

【分科会】 

《令和７年度一般会計予算議案》 

＜説明、質疑＞ 

○第28号議案 

 

３月17日（月） 
13：00～ 

 
第１委員会室 
 

【総務部】総務課、人事課 

【くらし創造部】地域づくり課、 

多様性推進・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ対策課 

【各振興局】地域振興課（総務担当） 

【会計管理者】会計課 

【選管監査委員事務局】 

【委員会】 

《令和７年度管理会財産区特別会計予算

議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第36号議案 

 

【分科会】 

《令和７度一般会計予算議案》 

＜説明、質疑＞○第28号議案 

※委員のみ ＜討論、表決＞○第28号議案 

 

《委員会審査意見・要望のまとめ》 

《分科会審査意見・要望のまとめ》 

３月18日（火） 
９：30～ 

 
第１委員会室 
 

【議会事務局】 

【市長公室】経営企画課、 

DX･行財政改革推進課 

【行政管理部】財政課、資産活用課 

【危機管理部】危機管理課 

【市民部】税務課 

【消防本部】総務課、警防課 

【委員会】 

《議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第２号議案 ○第３号議案 

○第10号議案  

 

【分科会】 

《令和６年度一般会計補正予算議案》 

＜説明、質疑＞ 

○第18号議案 

３月18日（火） 
10：30～ 

 
第１委員会室 
 

【総務部】総務課、人事課 

【くらし創造部】地域づくり課、 

多様性推進・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ対策課 

【各振興局】地域振興課（総務担当） 

【会計管理者】会計課 

【選管監査委員事務局】 

 

【委員会】 

《議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第11号議案 

 

【分科会】 

《令和６年度一般会計補正予算議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第18号議案 

※委員のみ 《委員会審査意見・要望のまとめ》 

《分科会審査意見・要望のまとめ》 

※ 総務分科会での説明は、基本的に①財政課（全体概要含む）、②人事課（人件費含む）、③その他の課（組

織順）の流れでお願いします。 
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石田　　清

西田　　真

6名

山口 繁樹 税務課長 中奥 　実

議会事務局次長 坂本 英津子 税務課参事 和田 征之 

谷口 雄彦 地域振興課長 山根 哲也

秘書広報課長 藤本 　充

経営企画課長 真狩 直哉 地域振興課長 小林 昌弘

ＤＸ・行財政改革推進課長 若森 洋崇

地域振興課長 吉田 政明

野村 亮太

財政課長 長谷川 幹人 地域振興課長 三宅 　徹

財政課参事 宇野 友喜

資産活用課長 植田 孝志 地域振興課長 道下　 一

畑中 聖史 会計課長 西村 嘉通 

危機管理課長 木下 喜晴

井﨑 博之

総務部長(会計管理者) 宮代 将樹 中地 　修

総務課長 太田垣 健二 田中 陽一

総務課参事(文書法制担当) 山本 慎二 予防課長 井上 光彦

人事課長 岡 　亮吾

選管監査事務局長 中川 光典

谷岡 慎一 選管監査事務局次長 竹内　健作

地域づくり課長 井上 靖彦

午前　18名 説明員計 32名

午後　14名

議会事務局主幹 堂垣 真弓

計 39名

副 委 員 長 芹澤　正志

2024年度　豊岡市議会総務委員会名簿 2025年3月17日(月)

【総務委員】

委 員 長 村岡　峰男

市長公室長

委 員

芦田　竹彦

岡本　昭治

【説明員】  ※出席者に着色しています

議会事務局 市民部

行政管理部長 出石振興局

議会事務局長

市長公室 城崎振興局

竹野振興局

日高振興局

行政管理部

選挙管理委員会・監査委員事務局

但東振興局

危機管理部 会計課

危機管理部長

消防本部

総務部 消防長

消防本部参事兼総務課長

消防本部参事兼警防課長

【担当事務局職員】

くらし創造部

くらし創造部長

多様性推進・ジェンダー
ギャップ対策課長

木内 純子
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午前９時２４分 委員会開会 

○委員長（村岡 峰男） おはようございます。皆さ

んおそろいになりましたので、ただいまから総務委

員会を開会したいと思いますが、いいですか。 

 改めて、おはようございます。また寒うなりまし

たね。昨日、おとといか、出石の初午だったんです

が、昔から初午は天気が悪いっていいますけども、

やっぱし今年もこのジンクスを覆すことはできな

くて、２日間とも雨が降って、祭りの皆さんや地域

の皆さんにはちょっとだけ残念だったなと思いな

がらおります。どうぞ今日、明日と委員会続きます

が、出石の初午のように荒れないように、その雨の

前の日の、あの好天を思い出すやな議論になります

ようにお願いをしておきます。 

 それでは、まず今日は、当局から中川選管監査事

務局長の欠席について申出がありましたので、ご了

承願います。 

 また、当局から説明補助員として竹内選管監査事

務局次長が出席されたいとの申出があり、これを許

可しておりますので、ご了承願います。 

 委員の皆さんはＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、ホーム、総務委員会、総務０７．０３．１７

が本日の委員会のフォルダーです。そこに本日の委

員会の資料を配信しております。 

 今日と明日２日間の審査の予定についてお知ら

せをします。 

 ３ページの審査日程表をお開きください。審査の

順序は、そちらの審査日程表のとおり、議案の順序

を変更し、本日は、当委員会に付託された第３６号

議案及び当分科会に分担された第２８号議案の審

査として、説明、質疑、討論、表決を行い、その後、

本日の意見・要望のまとめを行う予定です。 

 あしたは、本日の審査が終了した議案を除いて、

残りの議案の審査として、個別に説明、質疑、討論、

表決を行い、その後、意見・要望のまとめを行う予

定です。 

 本日の当局出席者についてでありますが、審査日

程表に合わせ、午前、午後に分けて、所管部署の職

員に出席いただくよう要請しております。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔、明瞭

に行っていただき、スムーズな議事進行にご協力を

お願いします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して課名と名字を

名のってから行っていただきますようお願いをし

ます。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前９時２２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２２分 分科会開会 

○分科会長（村岡 峰男） 分科会を開会します。 

 これより協議事項１、付託・分担案件の審査につ

いて、イ、分科会審査に入ります。 

 まず、第２８号議案、令和７年度豊岡市一般会計

予算を議題といたします。 

 第２８号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入予算、全項目の人件費

を含む歳出予算、債務負担行為、地方債、一時借入

金及び歳出予算の流用についてであります。 

 本案につきましては、予算説明書の説明欄に所管

課が明記されておりますので、逐一、事業名称と予

算額のみを説明いただく必要はありません。 

 十分な質疑時間を確保するためにも、当局には、

新規事業や前年度から大きな変更のあった事業及

び主要事業などを主として説明いただくよう、依頼

しております。 

 当局の説明は、まず財政課から全体概要を含めて

説明をいただき、その後、組織順で各担当課から歳

出及び歳入等を一気に説明願います。 

 質疑は、説明が終わった後に一括して行います。 

 当局職員の皆さんは、説明される際には、説明す

るページを委員が開いたかどうかを確認しながら、

ゆっくり説明してください。 

 それでは、順次説明願います。 

 まず、財政課長からお願いします。 

 どうぞ。 

○財政課長（長谷川幹人） それでは、一般会計予算



 2 

書をご覧ください。 

 まず、３ページです。第２８号議案、令和７年度

一般会計予算についてご説明いたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額を５１１億８，０

００万円と定めております。 

 第２条で、債務負担行為と第３条で、地方債の限

度額などを定めております。 

 第４条で、一時借入金の借入れの最高額を６０億

円と定めております。 

 第５条は、歳出予算の流用ができる場合を定めた

ものでして、給料、職員手当、共済費に係る予算に

不足が生じた場合は、同一款内での各項間の流用を

お願いするものでございます。 

 ９ページをご覧ください。第２表、債務負担行為

です。１１事項につきまして、限度額２１億１，８

９７万６，０００円を計上しております。 

 １０ページから１２ページにつきましては、第３

表、地方債です。３１事業で、限度額４０億９，７

４０万円を計上しております。 

 続きまして、添付ファイルをご覧ください。ナン

バー４、２０２５一般会計予算説明資料でございま

す。３ページから７ページまでが給与費明細書でご

ざいます。こちらにつきましては、人事課から詳細

な説明がありますので、省略をさせていただきます。 

 ８ページをご覧ください。こちらは、一般会計の

債務負担行為の調書を掲載しております。これまで

に議決いただきました１２３事項を記載をしてお

ります。 

 １４ページの計の欄をご覧ください。中央のやや

右の列、当該年度以降、これは２０２５年度以降で

すが、当該年度以降ですが、その支出予定額の計に

つきましては６６億４，２３０万２，０００円とい

うふうにしております。 

 １５ページにつきましては、当該年度、これは２

０２５年度ですが、新たに債務負担行為を設定する

もの、１１事項を上げております。 

 １６ページ、１７ページをご覧ください。地方債

現在高の見込みに関する調書でございます。３列目

の前年度末現在高見込額、これは２０２４年度末で

すが、合計としまして３６８億８，６３８万２，０

００円、当該年度中起債見込額、これは２０２５年

度中なんですが、４０億９，７４０万円、当該年度

中の元金償還見込額につきましては５１億１，１３

２万７，０００円、差引きの当該年度末の現在高見

込額につきましては３５８億７，２４５万５，００

０円としております。 

 １８ページから２１ページが歳入の概要でござ

います。 

 まず、１８ページご覧ください。一番上の段、１

款市税につきましては、前年度と比較しまして３億

８，９８８万６，０００円、４．２％の増でして、

９７億２，９９２万３，０００円というふうにして

おります。これにつきましては、今年度、定額減税

ということがありましたので、その影響がなくなる

といったことでございます。また、これによりまし

て、国からの減税分の補填もなくなりますので、１

１、地方特例交付金につきましては減額、３億６，

４５４万３，０００円の減額といったことになりま

す。これでいってこいという状況になります。 

 次に、１２、地方交付税です。主な内容欄の左側、

普通交付税につきましては、国の地財計画では、地

方交付税総額を１．６％の増額というふうに見込ま

れています。ただ、本市につきましては、地方債現

在高の減少に伴いまして、公債費に対する措置が減

額となります。一方、人事院勧告に伴う、給与改定

による人件費増額分の一部が措置されるというふ

うに見込まれることから、４億円、２．７％の増で

して、１５２億円というふうにしております。 

 右側の特別交付税につきましては、除排雪経費の

増額を見込まして７，０００万円、３．３％の増で

して、２２億円ということを見込んでおります。 

 次に、１６、国庫支出金です。児童手当負担金、

地方創生の臨時交付金の増額などによりまして１

０億４，３８２万９，０００円、２０．２％の増と

いうふうにしております。 

 次のページ、２０ページ、２１ページをご覧くだ

さい。１７、県支出金です。公立学校情報機器整備

事業費補助金、これ中学校のタブレットの更新です。
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そのほか、参議院議員の選挙事務委託料の増額など

によりまして、１億４，１４６万２，０００円、４．

６％の増というふうにしております。 

 次に、１９、寄附金です。好調なふるさと納税に

つきましては４億８２０万円、３５．９％の増でし

て、１５億４，４２０万円としております。 

 次に、２０、繰入金です。内容欄の右側１行目、

財政調整基金１５億９，３２３万５，０００円のう

ち、一般財源の収支不足額につきましては、同額の

１５億円というふうにしております。 

 その左側３行目の地域振興基金８億４，８１２万

９，０００円のうち８億円につきましては、ふるさ

と納税に指定された使途に充てるための繰入れと

いったことになります。 

 次に、２２、諸収入です。右側の一番下の行、移

転補償金５億１，３６５万４，０００円につきまし

ては、旧豊岡清掃センターの移転補償金などになり

ます。 

 次に、２３、市債です。竹野学園の整備や三江小

学校など、公共施設の長寿命化などによりまして３

億６００万円、８．１％の増でして、４０億９，７

４０万円としております。 

 続きまして、２２ページから２５ページが歳出の

概要でございます。 

 まず、２２ページ、２、総務費です。先ほどの旧

豊岡清掃センター移転補償金の積立て、ふるさと納

税増収に伴う積立てなどの基金管理費、ふるさと納

税推進事業費、日高庁舎管理費の増額などによりま

して１６億２，０２８万８，０００円の増、２２．

５％の増というふうにしております。 

 次に、３、民生費です。定額減税補足給付金支給

事業費、障害者、障害児自立支援給付金事業費、児

童手当給付事業費の増額などによりまして９億４，

６０５万３，０００円、６．６％の増というふうに

しております。 

 ４、衛生費です。総合健康ゾーン健康増進施設管

理費、旧清掃施設管理費の増額などによりまして６

億４，８６４万４，０００円、１３．３％の増とし

ております。 

 ６、農林水産業費です。治山事業費、森林環境整

備事業費の増額などによりまして６，２２９万５，

０００円、４．１％の増というふうにしております。 

 ２４ページ、２５ページをご覧ください。７、商

工費です。城崎観光施設管理費、これはさとの湯の

建て替えです。道の駅「神鍋高原」整備事業費の増

額などによりまして４億１，７４４万円、３６．７％

の増としていうふうにおります。 

 ８、土木費です。雪害対策事業費、中央公園整備

事業費、住宅管理費の増額などによりまして１億３

７万９，０００円、１．９％の増というふうにして

おります。 

 ９、消防費、情報通信設備管理費、これは消防救

急デジタル無線更新といったことになります。あと

出石分署消防設備・施設整備事業費の増額などによ

りまして３億４，４４４万８，０００円、１９．９％

の増というふうにしております。 

 １０、教育費につきましては、新文化会館整備事

業費の減額などによりまして、８億８０万９，００

０円、１３．２％の減というふうにしております。 

 １２、公債費につきましては、地方債現在高の減

少に伴いまして４億８９２万８，０００円、７．２％

の減というふうにしております。 

 最後にですが、人件費につきましては、各款の主

な内容欄につきまして、議会費を除いて記載をして

おりません。実際には人件費全体の約６億円、７％

の増ということにはなっております。 

 続いて、３０ページから３１ページにつきまして

は、投資的経費の一覧を記載をしております。 

 ３３ページの合計覧でございますが、普通建設事

業の合計額は６０億２８１万４，０００円といった

ことでして、前年度と比較して３．９％の増という

ことになっております。 

 ３４ページをご覧ください。一般会計の地方債の

内訳です。主な記載の種類でございますが、３５ペ

ージ１枠目の合併特例債については４億４，５７０

万円、ちなみにこれが合併特例債、いよいよ２０２

５年度が最後の発行年度といったことになります。

その下の枠、緊急防災・減災事業債は３億３，４１
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０万円、一番下の枠、公共施設等適正管理推進事業

債は４億９，４６０万円、３６ページ、一番下の枠、

辺地対策事業債は２億７，０５０万円、３７ページ、

１枠目の過疎対策事業債は１１億２，６２０万円、

一番下の枠の過疎対策事業債は、いわゆる過疎ソフ

トでして、過疎ソフトにつきましては７，９７０万

円の発行予定をしております。 

 一般会計の歳入歳出の概要につきましては以上

です。 

 続きまして、財政課の説明をいたします。 

 予算書に戻っていただきまして、予算書の３３０、

３３１ページをご覧ください。歳出です。 

 ２枠目、１２款公債費の市債元金と利子でして、

まず市債元金です。５１億１，１３２万７，０００

円、前年度比較しまして４億３１３万７，０００円

の減というふうにしております。 

 それから、その下、市債利子です。市債利子につ

きましては、約定に基づいたものを計上しておりま

して、２０２５年度の新発債につきましては、利率

を１．５％で見込んでおるということになります。 

 続いて、３３２ページ、３３３ページをご覧くだ

さい。２枠目、１３款諸支出金の市債管理基金積立

金です。ひょうごグリーン県民債として借り入れた

５年満期一括償還５，０００万円につきまして、償

還のために毎年１，０００万円ずつを積み立てると

いったことでして、２０２３年度から今回で３回目、

そのため、償還分３，０００万円を積み立てるとい

ったことになります。 

 続きまして、歳入です。戻っていただきまして、

２０ページご覧ください。２０ページです。 

 ２０ページの２款地方譲与税から、２６ページの

１３款交通安全対策特別交付金になります。譲与税、

各種交付金につきましては、それぞれ２０２４年度

の決算見込みと２０２５年度の国の地財計画にお

ける対前年度比伸び率から推計し、予算を計上して

おります。地方特例交付金、地方交付税、寄附金、

繰入金、諸収入、市債などにつきましては、先ほど

概要で説明したとおりでございます。 

 続きまして、債務負担行為です。さらに戻ってい

ただきまして、９ページをご覧ください。９ページ

です。一番下の事項、令和７年度における地方債証

券の共同発行により生ずる連帯責務につきまして

は、兵庫県と県内市町が連携し、共同発行形式の個

人向けグリーンポンド、ひょうごグリーン県民債を

発行するものです。今回は３回目でして、全体の発

行額としましては２０億円、このうち豊岡市につき

ましては５，０００万円程度を発行することを見込

んでいます。 

 財政課からは以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、続いて、議会事

務局、坂本次長。 

○事務局次長（坂本英津子） 議会事務局関係分の歳

出予算につきまして、主なものを説明させていただ

きます。 

 ８１ページをお願いいたします。右側の説明欄に

よって説明をいたします。 

 まず一番上の人件費ですが、議員に係るものとい

たしまして、２行目の議員報酬、それから少し下の

ほうになりますが、議員期末手当、議員共済組合負

担金、非常勤職員公務災害補償保険料で、合計１億

７，４５６万６，０００円となります。令和６年度

と比較いたしまして１６７万円の減額となってお

ります。要因といたしましては、議員報酬、議員期

末手当、非常勤職員公務災害補償保険料について、

令和６年度は２３名で議員数を予算化しておりま

したが、来年度は４月から１０月までを２４名、１

１月から３月までを２２名で予算化したことによ

り、１７８万２，０００円の増額となりました。ま

た、議員共済組合負担金については、４月１日時点

の議員数、実数で計算することと負担率が下がった

ことにより、３４５万２，０００円の減額となって

おります。 

 次に、真ん中辺り、議会管理費です。令和６年度

と比較いたしまして３１０万６，０００円の増額と

なっております。主な要因といたしましては、来年

度は議会活動記録書といたしまして、議会のあゆみ

の作成を予定しており、印刷製本費が増額となって

おります。また、タブレット端末の更新に伴い、委
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託料、リース料、事業用備品がそれぞれ増額となっ

ております。 

 次に、下から１１行目、議会運営活動費です。令

和６年度と比較いたしまして８２万４，０００円の

増額となっております。来年度は改選の年となりま

すので、新人議員に必要な物品購入費を計上してい

ることと、議長室、会派控室に設置しておりますパ

ソコンの更新に伴い、リース料を計上していること

が主な要因でございます。また、来年度、全国市議

会議長会の地方財政委員長に本市議長が選任され

る予定であることから、議長と随行の必要な予算を

予算化しております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、秘書広報課、藤

本課長。 

○秘書広報課長（藤本  充） ８７ページをご覧く

ださい。上段の表彰栄典費です。総額のうち、新規

事業は新市制２０周年記念事業として、記念式典の

開催費用等２００万円です。１１月１６日に市民会

館で記念式典を開催し、まちづくりにご尽力いただ

いた市民の皆様への特別表彰やまちの未来に向け

た記念講演などを予定しており、表彰者への記念費、

出演者への謝礼などを計上しています。 

 次に、８９ページをご覧ください。下段の広報広

聴事業費です。総額のうち、新規事業は、市公式Ｌ

ＩＮＥの機能強化に係る費用５０２万７，０００円

です。９１ページに記載の業務委託料に、情報発信

ツール構築・運用業務の項目で計上しています。 

 内容についてです。本市では２０２２年９月から

公式ＬＩＮＥの運用を開始しておりますが、ＬＩＮ

Ｅは市が伝えたい情報を伝えたいタイミングで配

信できるため、広報手段の中でも有効な広報ツール

の一つとして位置づけております。しかしながら、

導入時からＬＩＮＥ配信を登録者全員が受け取る

運用であったため、不要な情報を敬遠して受信拒否

をされる方も一定数あり、そのリスクを避けるため、

配信数を制限するなど、効果的な運用に向けた課題

がありました。そのため、ユーザーの関心やニーズ

に合わせてターゲットを絞り込むセグメント配信

を行うことで、受信拒否の減やメッセージの開封率

の向上を図るとともに、市として積極的な情報発信

を行うことができるＬＩＮＥの機能強化を図るも

のでございます。 

 次に、１２９ページをご覧ください。下段の情報

戦略推進事業費です。主な事業としては、今年は万

博開催により関西圏には国内外から多くの人々が

訪れることが予想されることから、万博を好機と捉

え、昨年に引き続き、大阪のあべのハルカスでひょ

うご豊岡フェアを開催し、特産品販売を行います。

事業費は２２０万円を計上しています。 

 次に、１３３ページをご覧ください。下段の地域

おこし協力隊推進事業費です。ＦＭジャングルを受

入れ団体として、豊岡の魅力発信をテーマに活動し

ていただいている隊員への活動費を計上しており

ます。秘書広報課分は３０１万５，０００円です。

なお、任期が１０月末までとなっておりますので、

７か月分を計上しており、前年度比１７７万２，０

００円の減となっております。 

 続きまして、歳入です。 

 ４１ページをご覧ください。下から２段目、新し

い地方経済・生活環境創生交付金のデジタル実装型

２５１万３，０００円は、公式ＬＩＮＥの機能強化

に係る財源で、補助率は２分の１です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、経営企画課、真

狩課長。 

○経営企画課長（真狩 直哉） ９７ページをご覧く

ださい。上から２行目、企画調整費です。前年度に

比べ１，２１０万円の増となっています。増額とな

った内容は、大阪・関西万博への出展に係る費用、

日本語教育機関等調査研究に係る費用及び市制２

０周年記念事業に係る費用を計上したためです。 

 大阪・関西万博への出展については、ひょうごＥ

ＸＰＯ４１－ＨＹＯＧＯ ＲＥＧＩＯＮＡＬ Ｄ

ＡＹ－、市町の日と呼んでるものですけども、そち

らへ但馬３市２町が共同で出展します。期間は９月

３０日から１０月４日の５日間で、会場は関西パビ

リオン兵庫県ゾーンです。内容は、朝来市観光大使
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である落語家の笑福亭鶴笑さんによる動画を交え

た、但馬の名所や名産品などをネタにしたオリジナ

ルの但馬ＰＲパペット落語の公演です。公演に係る

費用や動画編集などの費用として、１自治体当たり

６０万円を予算計上し、豊岡市が一括して契約等を

行い、２市２町分２４０万円は諸収入で受入れを行

います。 

 日本語教育機関等調査研究については、日本語学

校設置運営状況、ニーズ調査、国内留学生移住意向

調査、運営シミュレーション等の調査研究を行いま

す。 

 市制２０周年記念事業の経営企画課分としては、

市民活動応援事業補助金として４００万円、市ロゴ

マーク制作費として４６万６，０００円となります。 

 市民活動応援事業補助金は、豊岡の未来につなが

る新たなチャレンジやまちの魅力をさらに磨き上

げる活動を後押しする補助金を交付するものです。

対象は市内で活動する団体で、補助率は１０分の１

０、上限を２０万円とし、２０団体を想定していま

す。 

 市ロゴマークの制作では、豊岡市への愛着や誇り、

対外的な市のイメージ向上につなげるため、本市の

魅力を凝縮した市ロゴマークを一般公募により制

作します。 

 次に、１３５ページをご覧ください。下から３つ

目の事業費、企業版ふるさと納税獲得推進事業費で、

経営企画課所管分として１１０万円を計上してい

ます。成果報酬型の委託業務としておりまして、手

数料率を上限２０％としたため、予算額を前年度の

５５万円から１１０万円と倍額にしています。 

 続いて、歳入についてご説明します。 

 ４１ページをご覧ください。下から２つ目の枠、

新しい地方経済・生活環境創生交付金のうち、第２

世代交付金６，６２４万７，０００円です。これは、

国が新たな地方創生を起動させたことにより、新し

い地方経済・生活環境創生交付金を創設しました。

昨年度までのデジタル田園都市国家構想交付金の

うち、地方創生推進タイプに当たるものになります。

地方創生事業として位置づけている事業のうち、交

付金の対象となり得る事業を、世界に通用する豊岡

のローカルを突き詰める事業としてまとめ、国に現

在、申請しています。交付額は対象経費の２分の１

です。なお、ジェンダーギャップ解消事業や多文化

共生推進事業などを含める、多様な人々が活躍する

機会の創出事業は、継続事業として申請しています。 

 続きまして、７１ページをご覧ください。真ん中

より少し下、大阪・関西万博共同出展負担金２４０

万円が但馬の２市２町分の負担金というふうにな

ります。 

 経営企画課分の説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、ＤＸ・行財政改

革推進課、若森課長。どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 債務負

担行為、歳出、歳入の順に説明します。 

 まず、債務負担行為です。 

 ９ページをご覧ください。表の一番上、ガバメン

トクラウド管理領域運用業務、限度額４，４５５万

円です。これは、自治体情報システムの標準化に要

するに費用です。標準化では、自治体はガバメント

クラウドに接続し、ガバメントクラウド上に構築さ

れた標準準拠システムを使うことが求められてい

ます。豊岡市は、ＬＧＷＡＮ、ローカル・ガバメン

ト・ワイド・エリア・ネットワークを使用して、ガ

バメントクラウドに接続する予定ですが、この接続

の際、ＬＧＷＡＮと税、住民記録等各種業務システ

ムが稼働する領域を接続するための管理領域、２つ

をつなぐ領域ですね、をクラウド上に構築する必要

があります。今回の債務負担行為は、管理領域の構

築と５年間の運用経費を一括して契約するための

費用のうち、４年６か月分の運用経費に係る費用で

す。管理領域の構築費用と今年度分の運用経費は後

ほど説明いたします。 

 なお、令和６年度９月補正予算において、管理領

域の構築費用を計上しておりましたが、状況の変化

によりまして、明日ご説明するとおり、債務負担行

為を廃止させていただきたいと考えております。 

 次に、歳出です。 

 １０９ページをご覧ください。上から２つ目の事
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業、行政情報化推進事業費です。主な新規事業は、

市役所の情報ネットワーク機器更新４，００３万７，

０００円、自治体情報システム標準化３，１３８万

３，０００円、ガバメントクラウド管理領域の構築

６９９万５，０００円及び運用管理８２５万円、庁

用パソコンの更新７１３万７，０００円、地方公共

団体情報システム機構における中間サーバー更新

費用４１２万９，０００円です。 

 情報ネットワーク機器の更新費用は、この本庁舎、

各振興局、それから学校等をつなぐ各種のスイッチ

やメディアコンバーターなどの機器を、サポート期

限の終了や老朽化に対応するため、リースにより更

新するためのものです。 

 自治体情報システムの標準化の費用は、戸籍と生

活保護のシステムを標準化し、運用するとともに、

ガバメントクラウドに接続するための環境整備や

情報連携のための改修を行う必要です。これらの費

用のうち、運用開始前の費用や改修費用は、後ほど

説明するとおり、全額補助金で賄われます。 

 ガバメントクラウド管理領域の構築、運用管理費

用は、先ほど申し上げたとおり、令和７年度の上半

期に構築し、運用する費用です。 

 庁用パソコンの更新費用は、主として、会計年度

任用職員のパソコンを持ち運び可能なタイプのも

のに更新するためのものです。 

 地方公共団体情報システム機構における中間サ

ーバーの更新費用は、マイナンバーを使った情報連

携のためもので、後ほど説明するとおり、全額補助

金で賄われます。 

 その下、ＤＸ推進事業費です。主な新規事業は、

総務省の地域活性化企業人制度を活用した民間人

材３人の受入れです。外部民間の指定や専門的知識

を生かして、主に地域ＤＸを推進していただくこと

を予定しています。３人のうち、２人はこの市役所

に常駐し、１人は副業型といって所属する企業の業

務に従事しながら、月に２０時間以上、豊岡市の業

務に従事していただく予定です。これらのほかにＤ

Ｘ行財政改革推進課では、公共サービスの市民との

共創など、行財政改革推進関係、それから豊岡市役

所のデジタル基盤に関する経費、豊岡スマートコミ

ュニティ推進機構の事業推進に関する予算を計上

してます。 

 職員の人件費を除く歳出予算の総額は３億３，４

４６万円です。 

 次に、歳入です。 

 ３５ページをご覧ください。下の表の２つ目、社

会保障・税番号制度システム整備費補助金のうち、

４１２万９，０００円は、地方公共団体情報システ

ム機構交付金のうち、先ほどご説明をした中間サー

バーの更新費用に関する補助金で、補助率は１０分

の１０です。 

 次に、７３ページをご覧ください。上から１０行

目、補助金・交付金のデジタル基盤改革支援補助金

７，７９５万３，０００円は、全て自治体情報シス

テム標準化に関する補助金で、うち３，９９０万４，

０００円がＤＸ行財政改革推進課分です。補助率は

１０分の１０です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、資産活用課、植

田課長。 

○資産活用課長（植田 孝志） まず、歳出のほうか

ら説明させていただきます。 

 予算書の８９ページをご覧ください。下のほうに

公共施設マネジメント推進事業費として１，１０８

万８，０００円計上しており、前年度から１，０３

６万４，０００円の大幅増といたしております。こ

の要因としては今年度、公共施設再編計画の改定業

務を実施するため、業務委託料として９９８万８，

０００円、通信運搬費などの事務費として３７万６，

０００円を計上しているためです。 

 公共施設再編計画は、個別施設の方向性を明らか

にすることを目的として、２０１６年度に策定し、

２０１６年度から２０２５年度までの１０年間を

第１期計画の期間としていました。２０２５年度は

最終年度であり、２０２６年度から始まる次の１０

年間を第２期として、現計画を改定するものです。 

 次に、９３ページをご覧ください。ちょうど真ん

中辺りに基金管理費がございます。その基金管理費
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の下のほうに公共施設整備基金積立金があります。

そのうち、資産活用課分として６，０４３万９，０

００円を計上しております。これにつきましては、

未利用土地の売却収入や利活用が決まりました学

校跡地の貸付収入を、今後の公共施設の解体費や長

寿命化工事などの財源にするために、将来の備えと

して基金に積み立てるものです。 

 次に、９５ページをご覧ください。一番上に財産

管理費がございます。このうち、資産活用課分の主

なものを説明いたします。 

 まず、上から13行目に保守点検委託料２，０５９

万６，０００円があります。これは、前年度から、

資産活用課のほうに一括計上することとなりまし

た包括管理業務の対象施設以外の施設のエレベー

ターや自動ドアなどの保守点検料です。 

 その下に維持管理委託料として５２５万７，００

０円があり、そのうち４９９万３，０００円が資産

活用課分となります。これは、先ほどの保守点検料

と同様に、資産活用課のほうに一括計上することと

なった施設に係る夜間警備管理業務や、清掃管理と

して普通財産に係る草刈り業務の費用のことです。 

 その下に業務委託料として１，０６０万９，００

０円がありますけども、そのうち６５０万７，００

０円が資産活用課分となります。これは、未利用地

の売却に向けた測量費用であったり、治山工事に向

けた割り込み図の作成費用、それから地区要望に係

る立木伐採費用などを計上いたしております。 

 次に、同じページの下のほうに公共施設包括管理

事業費として２億９，３８６万円を計上しておりま

す。前年度から１，５８４万９，０００円の増とな

っております。これは前年度から導入しております、

５年契約を締結した公共施設包括管理業務の２年

目に係る費用を計上しているものです。増額してい

る理由としましては、包括管理業務に係る維持管理

業務の中には、３年に１回や２年に１回実施する業

務がありまして、前年度実施する必要のなかった業

務が今年度実施する必要があるということで、その

分が多くなっているということです。 

 続いて、大分飛ぶんですけれども、予算書の最後

のページ、３３３ページをご覧ください。一番上に

土地取得費があります。これは、日高町竹貫の太陽

光発電の収益により、毎年度、土地開発基金から土

地を買い戻しており、前年度と同額の１，５００万

円を計上いたしております。 

 続きまして、歳入です。 

 すみませんが、戻っていただいて、５７ページを

ご覧ください。下の枠の一番上に土地と建物の貸付

収入があり、このうち１，８５２万７，０００円が

資産活用課分で、普通財産を貸し付けしていること

による収入を計上しております。 

 次に、５９ページをご覧ください。下の枠の一番

上に土地売払い収入があり、このうち５，５９０万

円が資産活用課分です。これは、未利用地の売却収

入を計上しております。 

 最後に、６１ページをご覧ください。２つ目の枠

に太陽光発電事業特別会計繰入金があり、このうち

１，５００万円が資産活用課分で、先ほど歳出で説

明いたしました太陽光発電の収益を、土地開発基金

からの土地の取得に充てるために計上しているも

のです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、危機管理課、木

下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） それでは、危機管理

課の主な予算についてご説明させていただきます。 

 まず、歳出についてです。 

 予算書の２７１ページをご覧ください。説明欄下

段の事業名、非常備消防事業費、こちらのほうが２

億８，０５８万円で、前年度と比較いたしまして１，

５２４万１，０００円の増加となっております。増

加の主な要因につきましては、消防車庫の更新があ

りますが、詳細につきましては後ほど説明させてい

ただきます。 

 ４行下、消耗品費の３，６６９万９，０００円、

こちらは消防団員の夏用活動服の購入費用でして、

２か年事業の２年目といたしまして、２０２５年度

は豊岡消防団、竹野消防団、但東消防団の夏用活動

服１，０００着の予算を計上しているものでござい
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ます。先ほど予算が増加した主な理由として、消防

車庫というふうに申し上げましたが、消防車庫の関

係では２０２５年度につきましては、城崎消防団と

竹野消防団の２か所で車庫の整備を予定しており

ます。２０２４年度は車庫の更新１か所でしたが、

来年度につきましては２か所の更新を行うために、

予算書のほう２７１ページの一番下、投資委託料の

設計監理費のほうが３１１万１，０００円の増加と

なります７３３万５，０００円、ページ変わりまし

て、２７３ページ７行目になります整備工事費のほ

うが４，６９２万４，０００円増加の８，３９６万

５，０００円を計上しておるところでございます。 

 続きまして、その５行下、事業用備品でございま

すが、来年度につきましては、消防ポンプ自動車２

台と小型動力ポンプ３台の更新を予定しており、予

算といたしまして５，９３６万７，０００円を計上

しておるところでございます。 

 同じ２７３ページ、目が変わりまして、消防施設

費の説明欄１行目、防火水槽整備事業費でございま

す。こちらのほうが５８０万円減の１，６１０万円

となっております。２０２５年度につきましては、

防火水槽の修繕を要する箇所がないため、修繕料を

減額したというのが主な原因でございます。５行目、

消火栓管理費のほうが、こちらが１，３３５万円増

加の３，３０７万２，０００円となっております。

こちらにつきましては、水道管の布設替えに伴いま

す消火栓本体の更新に係る水道会計への負担金の

増加が主なものでございます。 

 ページ変わりまして、２７５ページ、目が災害対

策費の説明欄、災害対策事業費の負担金のうち、兵

庫衛星通信ネットワーク事業費が８３０万円増加

の９０２万円となっております。これは、兵庫県と

県下の市町、消防本部に整備しております兵庫県衛

星通信ネットワークの送受信の設備を、新しい設備

に更新するための負担金でございます。 

 同じ２７５ページ説明欄６行下、防災行政無線管

理費ですが、７，５０４万７，０００円の増加とな

ります９，４６９万９，０００円としております。

主な要因といたしまして、防災行政無線設備の機器

更新を行うものでございます。運用開始から５年経

過いたしまして、機器につきましては、３６５日２

４時間稼働している無線の設備のパソコンですと

か電源に係ります機器を更新いたしまして、防災行

政無線の安定的な運用につなげたいというもので

ございます。 

 続きまして、歳入です。 

 ７３ページをご覧ください。説明欄下から１０行

目になります。移転補償金に消防団車庫を計上して

おります。こちら、城崎での車庫の関係になります

が、兵庫県が行っております無電柱化推進計画に伴

いまして、現在の城崎消防団第１分団ひたち班の消

防車庫のある場所に、変圧器を置きまして利用する

ということで、この１分団ひたち班の消防団車庫の

建物の移転補償費などで、危機管理課分といたしま

して１，０９０万８，０００円を計上しいてるもの

でございます。 

 ページ変わりまして、７７ページ下から３段目に

なります。節が消防債でございますが、歳出でご説

明いたしましたデジタル防災行政無線の関係が５，

３９０万円、兵庫衛星通信ネットワークの関係が１，

６６０万円のうち、危機管理課分が８３０万円でご

ざいます。この衛星通信ネットワークの設備につき

ましては、消防本部にも設置をされておりますので、

残る８３０万円分については消防本部に係る分で

ございます。 

 危機管理課からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、税務課、中奥課

長。 

○税務課長（中奥  実） １３９ページをご覧くだ

さい。上から２項目、賦課徴収事務費です。業務委

託料において個人住民税の申告支援システムの強

靱性を維持向上させるため、システム再設定業務５

１万４，０００円を新規業務として計上しておりま

す。 

 次に、一番下、固定資産税評価替事業費につきま

しては、令和９年度評価替えに向けた第２年度事業

として土地鑑定評価、鑑定評価用地番図出力等の経

費を計上しております。 
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 続きまして、歳入です。 

 １４ページをご覧ください。一番上の欄、市税に

おきまして総額９７億２，９９２万３，０００円を

計上しております。前年度と比較し、３億８，９８

８万６，０００円の増額、率にしますと４．２％の

増となります。 

 すみません、１８ページをご覧ください。税目ご

との説明を、増減率を中心に説明させていただきま

す。まず、個人住民税は１３．０％の増です。昨年

度は定額減税分を減税しておりましたが、今年度は

減税が実施されないため、その分増額しております。 

 次に、法人市民税については１．５％の増です。

前年度決算額と今年度実績の状況を勘案し、見込ん

でおります。 

 次に、固定資産税については０．３％の増となり

ます。土地は地価下落を反映、家屋は経年補正適用

による評価減額、償却資産は設備投資が堅調なため、

微増するものと見込んでおります。 

 次に、軽自動車税については１．７％の増です。

種別割について令和６年度上半期の実績等を考慮

し、算定しております。 

 次に、市たばこ税については５．８％の減となり

ます。直近の販売本数は微減で推移しており、税額

減少を見込んでおります。 

 ２０ページをご覧ください。入湯税については、

前年度と同額を見込んでおります。 

 最後に、都市計画税については、滞納繰越分の徴

収分を見込んでおります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、消防本部、中地

部次長。どうぞ、次長。 

○消防総務課長（中地  修） よろしくお願いいた

します。 

 それでは、常備消防費の歳出について説明を申し

上げます。 

 ２６６、２６７ページをお開きください。まず、

２６７ページ下段辺りの予防活動事業費につきま

しては約６４万円増額の１７３万８，０００円を計

上しております。主なものといたしましては、最下

段の事業用備品におきまして、消防同意動員事務オ

ンライン化の導入に伴います機器一式の約４０万

円を計上しております。 

 次に、２６８ページ、２６９ページをお開きくだ

さい。２６９ページの中段、消防装備管理費につい

てでございます。前年度と比較しまして約２４２万

円を増額し、１，９６４万７，０００円を計上して

おります。そのうち、修繕料につきましては、前年

度から３８４万円を増額し、９２１万７，０００円

を計上しております。主なものといたしましては、

整備から５年が経過します城崎分署に配備してま

すブーム付きの消防ポンプ自動車の定期点検を行

うために、約３０５万円を計上しております。 

 次に、同じページの情報通信設備管理費につきま

しては、前年度比較しまして約７，５２９万円の増

額しておりまして、１億５５９万８，０００円を計

上しております。内訳といたしましては下段から６

行目にあります業務委託料におきまして、運用から

１０年を経過します消防救急デジタル無線設備の

機器の中間更新を行うため、６，５１２万円、また、

電波法に基づきます無線基地局の定期検査を行う

ために、１４８万７，０００円を計上しております。 

 次に、負担金についてですが、２７０ページ、２

７１ページをお開きください。１行目にあります兵

庫衛星ネットワーク事業費につきましては、衛星通

信の第２世代から第３世代への設備更新を行うた

めに、８３０万円を計上しております。 

 続きまして、同ページの消防庁舎管理費につきま

しては、前年度と比較しまして３２０万１，０００

円を増額し、１，４４８万１，０００円を計上して

おります。内訳といたしましては、職員数の増員に

伴い、豊岡消防署の仮眠室の改修工事と職員増員分

の防火着ロッカーの整備を行うために、補修工事費

において２５４万９，０００円を、庁用備品におい

て７６万５，０００円を計上しております。 

 続きまして、２７２ページ、２７３ページをお開

きください。２７３ページの中段にあります消防施

設費の城崎分署竹野出張所消防設備・施設整備事業

費につきましては、消防施設整備計画に基づきまし
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て、配備後１１年を経過しました城崎分署竹野出張

所配備の高規格救急車を更新するものでございま

す。計上額は３，９９７万２，０００円でございま

す。 

 次に、出石分署消防設備・施設整備事業費につき

ましては、昭和５９年建築の出石分署の庁舎につき

まして、建物の耐久化を改善し、消防活動に必要な

機能を維持していくための改修工事を行うもので

ございます。２０２５年度につきましては、改修工

事を行うため、１億４６８万円を計上しております。 

 続きまして、戻っていただきまして、歳入につい

てご説明申し上げます。 

 ７６ページ、７７ページをお開きください。７７

ページ、下から３枠目の消防債の消防本部分でござ

います。消防防災施設整備事業債の３行目、高規格

救急自動車につきましては、先ほどご説明を申し上

げました竹野出張所の救急車を更新するための市

債３，９７０万円でございます。同じく３行下の出

石分署につきましても、先ほど歳出でご説明させて

いただいた事業に係ります市債でございます。 

 次に、消防防災設備整備事業債の１行目、消防救

急デジタル無線の６，５１０万円につきましては、

これも先ほど説明させていただきました１０年を

経過する機器の中間更新に伴うものです。次の３行

目、兵庫衛星通信ネットワーク１，６６０万円のう

ち、消防本部関係分８３０万円が先ほど歳出でご説

明させていただいた事業に係ります市債でござい

ます。なお、市債の種類についてでございますが、

高規格救急自動車、出石分署消防救急デジタル無線、

衛星ネットワークにつきましては、緊急防災・減災

事業債を予定しております。 

 消防本部の説明は以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） 説明は終わりました。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は１０時３

５分。 

午前１０時２４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時３２分 分科会再開 

○分科会長（村岡 峰男） 休憩前に引き続き分科会

を再開します。 

 既に説明は終えておりますので、これから質疑に

入ります。質疑はありませんか。 

 どうぞ。はい、どうぞ。 

○委員（西田  真） ちょっと確認をさせていただ

きたいと思います。たくさんあるんですけどね、ち

ょっと簡潔に言っていただければと思います。 

 まず、１０９ページです。庁用パソコンの関係な

んですけど、会計年度の職員で、持ち運びできるパ

ソコンというのはどういう利用でされるのかいう

のと、そして民間人３人ということで、２人は市役

所常駐ということでありました。１人は月２０時間

ということでありましたけど、どういう人材を一般

公募とか、そういういろいろと採用の仕方はあると

思うんですけど、どういう人材を採用されたんか、

その辺を、採用されるんか、確認をさせてください。 

 それから、９５ページの包括管理業務以外のエレ

ベーターとか自動ドアの保守点検、これは、私は包

括管理業務で全て入っておると思っておったんで

すけど、それ以外というのはどういうところがある

んか、それも教えていただければと思います。 

 あとは２７５ページの防災行政無線の５年経過

更新で、大体これは５年程度のものなんか、メーカ

ー保証がそういうものなんか、その辺も確認をさせ

ていただければと思います。 

 それから、２６７ページの兵庫県消防学校の専科

受講、これは何名で、どういうやな頻度でされてい

るんか。毎年、何人かが受けるんでしょうけど、そ

ういうのの流れもちょっと教えていただければと

思います。 

 それから２６９ページの消防救急デジタル１０

年経過ということで、これは中間更新というような

話をされていました。１０年経過で中間更新、その

辺は耐用年数的なもんも含めて教えていただけれ

ばと思います。 

 それから、２７３ページの高規格救急車、これ１

１年経過ということで、これは竹野ということであ

りましたけど、耐用年数とか、年数とか走行距離に

も当然よるんでしょうけど、使用頻度にもよると思
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いますけど、それの更新の、どういいましょうかい

ね、その年数といいましょうか、距離というのをち

ょっと教えていただければと思っております。 

 それから城崎、どっか、消防団、ごめんなさいね、

ページ数忘れましたけど、消防団の移転補償の話が

ちょっとありましたね。その辺も含めて教えて……

（発言する者あり）あっ、２７１ページでしたかね、

消防車庫の更新ということで、城崎と竹野でしたか、

これは今度されるということでしたけど、それ以外

の更新もどういう年数とか、そういうので更新され

るのか、ちょっと教えていただければと思います。 

 ちょっとたくさん言いましたけど、よろしくお願

いしたいと思います。 

○分科会長（村岡 峰男） ７点だったかな。（「２、

４、６、はい」と呼ぶ者あり） 

 じゃあ、順次答弁願います。 

 どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） ２つご

ざいました。 

 まず１点目、庁用パソコンの使途でございます。

会計年度任用職員も持ち運びの可能なパソコンを

持つことによって、１つは、市民の皆さんに図とか

動画とかを使って、パソコンの画面を見てもらって

ご説明するというふうなことに使うのが１つでご

ざいます。もう一つが打合せをペーパーレスで行う。

今はデスクトップのパソコンですので、紙を印刷し

ないと打合せ、中の打合せですね、主に、なんです

けれども、それをパソコンがあれば、もうそのパソ

コンを持っていって、我々と同様にパソコンで打合

せが行える。その２つでございます。 

 それから、地域活性化企業人のことをご質問をい

ただきました。皆さんの募集方法と、あとはその活

用方法でした。 

 まず、募集方法ですが、これは公募ではありませ

ん。それぞれ個別に先方からご提案をいただいたり、

こちらからご提案をしたりしたものです。 

 まず、社名を公表できる日本郵便さんにつきまし

ては、今、担当地域でコミュニティ配送っていうの

を一緒にやっておりますが、それ一緒にやっている

ので、いっそのこと、日本郵便の方に、もうこっち

にいてもらったらどうですか、日本郵便ってほかの

地域にも人材を出しておられますので、うちにもそ

ういうふうにしたらどうですかというふうなこと

を、ご提案を申し上げて、何ていうか、じゃあ、豊

岡市に人を派遣しましょうというふうになりまし

た。 

 それから、まだ社名を公表できないんですが、も

う一人のフルタイムというか、常駐していただく方

は、お付き合いをしてる会社から豊岡市に１人、経

験とかを積ませるために派遣したいけど、どうだろ

うというふうなことをいただいて、ああ、じゃあ、

ぜひお越しいただきたいと思いますというふうに

今言っております。 

 それから、もう一人、副業型の方ですが、この方

も、豊岡市から、こういった制度があるので、ぜひ

派遣をいただけないかというふうに言ったところ、

先方の事情によって、常駐ではなくて、副業型とい

った形でやりたいというふうにお申出をいただき

ました。 

 それから活用です。まず、日本郵便の方は、先ほ

ど申しましたように今、但東で進めているコミュニ

ティ配送のプロジェクトに従事をしていただきま

す。加えまして、今後、地域の郵便局と行政、市役

所の連携を深めていきたいといったことを考えて

おります。例えばでございますが、郵便局の窓口で

市役所の手続の、例えば受理をしていただくとか、

そんなことができたらいいなと思っております。 

 ２つ目、常駐の方のもう一人ですけれども、もう

この方は、例えば豊岡スマートコミュニティ推進機

構の事業といったような地域ＤＸの取組を一緒に

進めていきたいというふうに思っております。それ

から市役所の事務のオンライン化、オンライン申請

等につきましても、外の目線からもっとこういうふ

うにやったらいいんじゃないのとか、こういう分野

からやったらいいんじゃないのみたいなことをご

提案いただいたり、一緒に手を動かして進めていた

だきたいと考えております。 

 それから副業型の方ですけれども、この方は基本、
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東京にいて、月１回こちらにお越しいただくという

ふうなことでございます。例えば豊岡市が、何だろ

う、官民連携とか豊岡市と霞が関の連携によって進

めているような事業がございます。こういったこと

を東京にいて、例えば霞が関に行っていただいて、

交渉をしていただいたり、その方は霞が関で、我々

はオンラインで協議に入るというふうなことを想

定しております。なお、この方は長年、その企業に

おいて霞が関とやり取りをされてきた方ですので、

そういったことに、何だろう、慣れておられるとい

うか、たけておられるというか、そのような業務を

していただくこうと思っております。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） 私のほうからは、質

問の中で、包括管理以外の施設ということでお尋ね

いただきましたので、その点についてご説明させて

いただきます。 

 包括管理の対象としてる施設につきましては、い

わゆる直営、市のほうで直接管理してる施設を今、

包括管理のほうで業務として行っているんですけ

ども、指定管理者制度を導入している施設、あとは

市営住宅についても包括管理には今回入れてませ

んので、それにつきまして資産活用課のほうで一括

計上して業務を行ってるということになります。以

上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○危機管理課長（木下 喜晴） 防災行政無線の設備

更新、機器更新の関係でお尋ねをいただきました。 

 まず、こちらでございますが、今回、防災行政無

線の機器につきましては、オーダーメードの機器と

なっております。壊れてから設定するのに、少なく

とも三、四か月かかるといったことで、そのような

ことを避けるために、メーカーに推奨いただいてお

ります５年程度での機器の更新を、予定をしておる

ところでございます。 

 もう１点、移転補償費、消防車庫の関係で、私ち

ょっと説明のとこで少し間違えておりました。１点

訂正をさせてやってください。来年度、消防車庫の

更新をします箇所、城崎消防団と竹野消防団と発言

したようですが、申し訳ございません。城崎消防団

と日高消防団の２か所でございます。申し訳ござい

ません。訂正させてやってください。 

 こちらにつきましては、基本的には車両が大きく

なって、車庫の車が入らなくなったところの車庫を

更新するというふうな形にしております。今回、車

が大きくなって車庫に入らなくなったといったと

ころが日高の消防団であります。 

 城崎につきましては、説明でも申し上げましたと

おり、今回の件の事業によりまして、そちらの用地

のほうを提供するといったような形での更新とい

う形になります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 引き続いて、どうぞ。 

○警防課長（田中 陽一） 警防課のほうに３点ほど

ご質問をいただきました。 

 まず、基地局の定期検査でございます。これにつ

きましては、電波法第７３条に基づく５年ごとの法

令の点検、検査になるものでございます。５つの基

地局、消防本部、港基地局、竹野基地局、郷路岳、

大岡山、それぞれの基地局の定期検査を法令に基づ

いて実施をするものでございます。 

 次に、デジタル無線につきまして、中間更新とい

うことで、２０１４年導入、２０１５年運用開始の

消防本部、消防救急デジタル無線につきましては１

０年が経過します。これに基づいて、メーカーのほ

うからは、１０年からは部品供給がちょっと難しく

なり、 

来年度で無線の部品を生産するのが止まるという

ことになって、在庫のみでの対応になるということ

で、ここにつきましては指令センターと基地局を結

ぶ回線装置であるとか、防災行政無線をつかさどる

遠隔装置であるとか、コアな部分につきまして、１

０年目を迎える中間での更新をさせていただき、そ

こからまたさらにこの無線を使っていくことにな

ります。 

 最後に、高規格救急車、城崎分署竹野出張所、こ

の高規格救急車１３万キロを走行して、１１年が経

過しております。これにつきましては、救急車の更
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新は大体おおむね１０年をめどに、消防車は１５年

をめどに、はしご車については２０年をめどに考え

ております。もちろん西田委員に言っていただきま

したように、状態にもよりますので、その辺はあく

までもめどといったことで更新を考えておるとこ

ろでございます。 

 私からは以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○消防総務課長（中地  修） 消防学校の入校のこ

とにつきましていただきましたので、そのことにつ

いて答えさせていただきます。 

 消防学校入校につきましては、新任採用の初任科、

また、救命士の資格を持ってない職員が帰ってきた

今、２月、３月で救急科っていう専科教育のほうに

入る予定としております。また、大きく分けまして、

その初任科、専科教育、幹部教育、特別教育という

ふうに消防学校の教育科程は分かれております。そ

のうち、専科教育の中で火災調査の科程につきまし

ては毎年１名、救助科につきましては毎年２名を派

遣する予定としております。そのほかの科程につき

ましては、隔年であったりというふうな計画を立て

て派遣するようにしております。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 以上ですね。 

○委員（西田  真） いろいろといっぱい質問させ

ていただきました。回答ありがとうございました。

もうちょっと教えていただければと思っておりま

す。 

 庁用パソコンのほうは持ち運びできるようなこ

とで、いろいろされるいうことはそれで結構だと思

いますけど、これ台数は何台購入でしょうかね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） ちょっ

と待ってください。 

○委員（西田  真） いや、後でもよろしい。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 後ほど

お答えします。あっ、ちょっと待ってください。も

う出ます。３３０台でございます。 

○委員（西田  真） これ３３０台いうのはあれで

すね、会計年度の職員だけですか、じゃないんです

ね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 会計年

度任用職員に加えまして、一部出先の施設等の職員

ですね、正規職員も含まれております。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） いいですか。 

○委員（西田  真） いやいや。はい。 

 会計年度と、ほんで出先の職員で３３０台の購入

ということでありますね。了解しました。 

 それから民間人材のほうですけど、個別に打診を

されていうことで答弁があったと思いますが、それ

でよろしいんですね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 そして日本郵便のほうなんですけど、但東町のほ

うでやっておられるいうことで、引き続きというこ

とでありましょうけど、この配達業務と、そして郵

便局で市役所の手続ができるようなこともという

ことがあったんですけど、そういう計画、今、初め

て聞いたんですけど、そんなことはあるんですか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） まだ計

画段階ではございません。そういうようなことがで

きたらいいなというお話でございます。例えばマイ

ナンバーカードの申請の受付、これは郵便局で受付

をしていただきました。それと同じように簡単な手

続について、例えば神美郵便局のご近所の方が市役

所まで来なくても、郵便局で手続ができればという

ふうなことが、先行自治体でされてるものがありま

すので、ちょっとそういったことをまだ一緒に、何

だろう、話合いからやってみよう、そのレベルでご

ざいます。なので、まだ計画というものではござい

ません。以上です。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。そう

やって幅広くやっていただければ、もう地域の方は

利便性が非常に向上するんで、それはそれでいいと

思いますんで、もうぜひそういうことは進めていた

だければと思っております。 

 あとオンライン申請も、順次そういう流れであり

ますんで、やっていただければと思いますし、そし

て豊岡と霞が関のまたオンラインとか、そういうこ



 15 

とも、ぜひその辺は進めていただければと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

 あと包括管理業務以外ということで、指定管理と

か市営住宅ということで、それも私は含まれておる

んかなと思っておりましたけど、それは違うという

ことでありましたね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） 今、委員おっしゃっ

たとおり、先ほど説明しましたけども、指定管理者

制度を導入してる施設と公営住宅については、今の

ところは包括管理業務の中には入れてないという

ことです。 

○委員（西田  真） これ包括管理業務の中に含め

たらいいことだと思うんですけど、その辺は何か含

められない事情か何かあるんでしょうかね、どうな

んでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） この包括管理業務を

導入する際に、いろんな自治体、先行自治体があり

ましたので、そういったところのお話を聞きながら

やってきたんですけども、先行自治体さんも同じよ

うに、指定管理者制度の導入施設と市営住宅を入れ

ておられないとこが多かったんです。入れることは

できるとは思うんですけども、理由としましては、

指定管理者制度っていうのは、施設に指定管理者と

して受けておられる業者さんが常駐されており、ど

こまでの管理を指定管理者制度の指定管理者さん

がされるのか、包括管理業務の受託者がするのかっ

ていうのの、しっかりと線引きがちょっと今のとこ

はなかなか難しいので、今後、導入に向けては検討

していかなければいけないものなのかなというこ

とで、まず今回初めて導入しようとする際には、指

定管理者の施設についてはちょっと除外させてい

ただいています。 

 あと市営住宅につきましても、やはりそこに住人

で住まわれてる人もおられるんで、包括管理の受託

者が行くっていうのもなかなか難しいっていうと

ころもあるのと、あと市営住宅につきましては、包

括管理ではなくって、逆に言ったら指定管理者制度

にメリットがあり、ほかの自治体ではやっておられ

るとこもあるんで、そういったものを含めて、今後

やっぱり検討していかなければいけないところも

ありまして、まず最初の包括管理には含めていない

という状況です。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） そういうことで当初はそれで

いいと思いますけど、今後はちゃんとしていただい

て、指定管理とか、どういいますの、市営住宅等々

は指定管理業者とか、その辺がエレベーターとか自

動ドア、大きな金額のもんは修繕できるはずがあり

ませんのでね、市全体として包括管理業務の中に入

れて、今後はやっていただけるように検討していた

だければと思っております。よろしくお願いします。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） 今、西田委員がおっ

しゃったとおり、次の５年後ですね、第２期に向け

ては、指定管理者制度の施設も何とか入れていける

ような形で、ちょっと検討していきたいというふう

には考えております。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひよろしくお願いしたいと

思います。 

 あと消防車庫の更新の関係なんですけど、日高消

防団のほうですけど、車両が大きくなって更新とい

うことであって、城崎は県の事業で移設ということ

でありましたけど、ほかの消防車庫の更新の予定と

か、そういうのは何年経過しとるとか劣化しとると

か、そういう何か更新予定みたいなのはないんでし

ょうかね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○危機管理課長（木下 喜晴） 基本的には何年たっ

たということではなくて、車が大きくなったときに

更新ということで考えております。中には古いまま

のとこもありますが、その分については修繕等で対

応させていただいておりますので、躯体から建て替

えるという新築につきましては、車が大きくなって

入らなくなったということで対応させていただい

とるとこです。 
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○分科会長（村岡 峰男） 西田委員。 

○委員（西田  真） それはそれでいいと思います

けど、やっぱり木造がほとんどだと思いますんでね、

劣化等もありますんで、それはもう状況を見ながら

建て替え等も検討していただけばと思いますんで、

それは消防団のほうから要望とか何か出とるんで

しょうかね、どうなんでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○危機管理課長（木下 喜晴） 消防団からは、直接

そのような消防車庫の建て替えというご要望のほ

うはいただいてはおりません。 

○分科会長（村岡 峰男） 西田委員。 

○委員（西田  真） 了解です。またそういうよう

な要望があったら、その辺も検討していただいて、

消防団が利活用できやすいようにしていただけれ

ばと思ってますので、よろしくお願いいたします。 

 あと消防本部のほうなんですけど、学校のほうで

すね、幹部候補とか特別とか、そういうのがあって、

それぞれ受講されるということはもう非常にいい

ことだと思いますんで、ああ、いや、漏れがないよ

うに受講のほう、しっかりやっていただければと思

います。この受講されない方っておられますんかい

ね、いや、私はそんなとこ受けませんとか、そうい

う方はあるんでしょうか。ないですわね。 

○分科会長（村岡 峰男） はい、どうぞ。 

○消防総務課長（中地  修） 希望調査を取りまし

て、この科程がいついつありますよっていうことで、

職員に希望調査を取って、その中から選考させてい

ただいて、職員を派遣するっていう形になっており

ますので、直接行きたくないっていうような言葉は

聞いたことはありません。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 西田委員。 

○委員（西田  真） 各職員のスキルアップをして

もらわんと、消防全体がよくなりませんのでね、そ

れぞれ年度を切って、もう順次受講していただくよ

うな感じで進めていただければと思っております

ので、その辺を流れ的にはずっと受講されていって

ますね。幹部とか特別とか、そういった、いろいろ

とあるとおっしゃってましたけど、順番的に、年齢

的とか経験年数的に順次やっておられるというこ

とを、ちょっと確認をさせてください。 

○消防総務課長（中地  修） 全ての職員が全ての

科程に行けるっていうことは無理になりますので、

順次、年齢的、階級とかいう、入校する資格とかも

ありますので、その辺を見ながら計画的に派遣のほ

うはしているところでございます。 

○分科会長（村岡 峰男） 西田委員。 

○委員（西田  真） 職員の方、公平にやっていた

だくようによろしくお願いしておきます。 

 それから、５年ごとの基地局のいう話もありまし

た。また、部品供給が１０年でなかなかなくなって

くるので、もう更新ということもありましたんで、

今回は部分更新ということであまりしたけど、これ

は全体的な更新はどれぐらいの年度で、経過も含め

てでしょうけど、全体の更新はどれぐらいの年度で

更新されますんかいね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○警防課長（田中 陽一） まず、今回の中間更新に

つきましては一部になります。コアな部分、基地局

と指令センターのやり取り、緊急放送、前回お話が

あった津波であったり、火災であったり、これにつ

いての防災行政無線の系統といったところを更新、

強化をするということです。残りの電波塔であった

り、につきましては、メーカーともお話をさせてい

ただいて後１０年ぐらいはいけるのではないかと

いうような回答はいただいておるところでござい

ます。以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） その辺はメーカーさんとも調

整いうんか、話を、情報共有もちゃんとしていただ

いて、そういうことで業務に差し支えがないように、

早めの更新をやっていただければと思ってますの

で、よろしくお願いいたします。 

 あと車両の高規格の救急車とか、いろいろと１０

年とか１５年とか、２０年とか、話ありましたけど、

それにこだわることなく、使用頻度にもよって、早

め早めに、いざというときに不具合がないような感

じで更新もしていただければと思ってますので、よ
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ろしくお願いいたします。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかにどうですか。 

 どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） それでは、ちょっと３点ほど

お聞かせいただきます。 

 １点目は、今、少し話が出てました公共施設包括

管理業務の管理に関して、５年契約も今年が２年目

か、ああ、来年が２年目ですね、となりますけども、

１年経過したときの実績っちゅうのはあんまりな

いかも分かりませんけども、１年経過して感想をど

ういうふうに抱いておられるか、お聞きしたいと思

います。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） 包括管理業務、もう

すぐ１年たつんですけども、なかなかしっかりと効

果っていうのをまだちょっと完璧には試算はでき

てない状況なんですけども、今考えてるいうんです

か、今感じてることなんですけども、例えば修繕業

務、要は小修繕も一緒に包括管理業務の中で出させ

ていただいてるんですけども、今まで直営でやって

たときの修繕の金額として８，０００万円を年間使

いましたと。その８，０００万円でやった修繕の件

数っていうのが大体８００件前後っていうのがこ

の二、三年の実績見とると、そういった形なんです

けども、包括管理を導入することによって、何が大

きなメリットがあったかっていうと、要は受託者さ

ん、包括管理業務を受託してる業者さんが、いわゆ

る設備屋さんとか、そういった専門系業者に出さず

に自分たちが、ホームセンターなんかでちょっとし

た部品を買ってきて、それによって簡単にちょっと

修繕してくれると、そういったようなことがありま

して、同じ８，０００万円でも今、大体の集計でい

くと１，２００件ほどの修繕をやってるという状況

なんです。だから、同じ金額の修繕料で、やってる

件数っていうのが包括管理導入することによって、

本当にたくさんの、まあまあ、小さな案件だと思い

ますけども、たくさん修繕の件数は出きたって、そ

ういった効果はあるのかなと思ってますし、あと包

括管理業務を入れる前っていうのは、８，０００万

円で８００件ほどの修繕があるっていうことは、８

００件の伝票を市の職員が切って、それを会計課に

回して、それを会計課がチェックして、それで支払

いをしてたということがあるんですけども、例えば

それが今年度から振込手数料も有料化というふう

になりましたし、この包括管理を導入することによ

って、８００件の伝票を切ることなくって、私ども

からは受託者さんに毎月１回、定期的にお支払いを

しているんですけど、その伝票一つで支払いは済ん

でるということがありますので、その辺も大きなメ

リットがあったのかなというふうに感じておりま

す。 

 なかなか金額的に試算っていうのはちょっとま

だできてない状況なんですけど、今感じてるところ

はそういったことだと思います。以上です。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。 

○分科会長（村岡 峰男） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 あとはもう一つ、１つずつですね。 

 すみません、消防本部のほうに聞かせていただき

ます。ちょっと私の勘違いかも分かりませんけど、

消防団の夏服について、たしか昨年は半分、今年は、

３年計画だったかな、導入されるという計画だった

と思いますけど、その状況をお聞かせください。

（「２年計画だった」と呼ぶ者あり） 

あっ、２年計画ですかね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○危機管理課長（木下 喜晴） 今ご質問いただきま

した。２か年でしておりまして、本年度につきまし

ては、城崎、日高、出石、この３つの消防団で先週、

納品が済んだところでございます。２０２５年度と

いたしまして、豊岡、竹野、但東の消防団にという

ことで、２か年で実施を予定をしております。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。 

○分科会長（村岡 峰男） いいですか、もう。 

○委員（岡本 昭治） もう１点ですね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと説明の中にはなかっ

たんですけど、地方創生の国からの支援の中で、地
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方創生の伴走支援制度っていうのが今年から、何か

令和７年度から始まったということなんですけど

も、全国６０自治体が最終的に選ばれるということ

なんですけど、豊岡市として何か応募はされました

でしょうか、その状況をお尋ねしておきます。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 先ほど申されました

伴走支援制度というのは知ってますけども、今のと

ころ、豊岡市では申込みはしておりません。以上で

す。 

○分科会長（村岡 峰男） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） してないという理由、多分制

度、当然ご存じだと思います。してない理由は何か

あるんでしょうか。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 伴走支援でされる内

容というのが、先進的な事例を国の省庁の方が紹介

をされたりだとかっていうふうにはあるんですけ

ども、今のところ、そういったものもホームページ

等でも確認等はできますし、豊岡市そのものは独自

の取組で地方創生を取り組んでいるということも

ありますので、今のところは申込み等は行っており

ません。以上です。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） ほか、どうですか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） 地方創生臨時交付金のことは、

ここでやらせてもらっていいですか、さっき出まし

たから。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○委員（石田  清） ちょっと地方創生交付金のこ

とはちょこちょこ出てくるんですけども、臨時交付

金のことは多分、内閣府の予算なんだろうと思いま

すけども、全然出てこないと、おかしいなと思いな

がら、これ相当額が上がってますよね、当初予算。

どこの事業に充当されようとしてるのかというこ

と、分かりますでしょうか。 

○財政課長（長谷川幹人） 臨時交付金につきまして

は、基本的には国の経済対策でありますので、補正

予算で対応しています。今回につきましては１月３

０日臨時会議で対応しており、基本的には当初予算

には上がってこないと……（「上がってこない」と

呼ぶ者あり）上がってこないということになります。

以上です。 

○委員（石田  清） 了解しました。 

○分科会長（村岡 峰男） ええですか。 

○委員（石田  清） その割には踏み込んであるな

と思ってね。 

○分科会長（村岡 峰男） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） すみません。ほとんど皆、言

おうと思ったのが言われましたんであれですけど、

消防課でちょっとお伺いしたいのがあって、大船渡

でも残り火に何か消防、見とったらポータブルで担

いで、しゅしゅしゅと何かするようなんがあるんで

すけども、あれって消防本部、消防署ってどれぐら

い在庫を、在庫というか、抱えてあるのかなという

ことと、山火事なんかでも、それ、そういった形で、

残り火みたいな形で消防隊の方が行かれてると思

うんですけども、そういった感じでは、ああいう装

備というかね、要るんかなと思って、ちょっとふと

気になって質問させてもらったんですけども、どう

でしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○警防課長（田中 陽一） 先ほど水を背負って放水

をするというジェットシューター、背負い式消火水

のうというような言い方をしておりますが、各署所

隊員５名分を用意しているというようなところと、

あと本署にも幾つか、持っており、今トータル幾ら

ジェットシューターがあるのか、すみません、今、

消防長から５３あるというふうに教えていただき

ました。 

 あと、それと委員もおっしゃっていただきました

消防活動におきましては、林野火災等にはうちも強

化の期間を設けてやっておるんですけども、一旦地

上と空中とで放水をして、火勢をたたいた後にはジ

ェットシューターで残火処理を鎮火まで持ってい

くというような活動で、活用しておるところでござ

います。 

○委員（芦田 竹彦） すみません。 
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○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（芦田 竹彦） ジェットシューターというの

は初めて私も知りました。５３台ということであれ

ば、数的にどうかということもあるんですけど、い

や、火事って広がったら、この間の大船渡２，９０

０ヘクタールぐらい、もう燃えてますからね。但馬

でも山がやっぱり山林ぎょうさんありますし、水利

がなかなか確保できないということからすると、や

っぱりそういった装備的な備品の管理みたいなの

ね、そういうのがやっぱり要るのかなという気がし

ましたんで、ちょっと質問させてもらいました。 

 すみません、もう１点、議会事務局のほうなんで

す。議会のあゆみというのがさっき、ちょっとぽろ

っと説明があったんですけども、あれって４年に多

分される、その任期中にされるんだと思うんですけ

ども、何ぼぐらい作成されるもんなんですか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○事務局次長（坂本英津子） 今、予定としましては

４８部予定をしております。議員さんに配付という

ところと、市立図書館ですとか国会図書館の関係の

ほうにも配付を予定しております。以上です。 

○委員（芦田 竹彦） 承知しました。 

○分科会長（村岡 峰男） いいですか。 

○委員（芦田 竹彦） ええです。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかにどうですか。どう

ぞ。 

○財政課長（長谷川幹人） 先ほど石田委員の質問に

対してちょっと補足説明させていただきます。臨時

交付金には２種類ありまして臨時交付金、１種類目

が先ほど言いましたようにひもがついてない、各自

治体が自由に使える臨時交付金、これが経済対策の

ための１月３０日に臨時議会で対応させてもらっ

た件です。今回上がってる３億１，０００万円の臨

時交付金につきましてはひもつきの臨時交付金で

して、これは定額減税の補足給付金支給事業、今年

度、定額減税をしてます。それはし切れない方がお

られまして、その方への給付金ということで、１０

分の１０のこれはひもつきの臨時交付金というこ

とで、すみません、２種類ありますので、よろしく

お願いします。 

○委員（石田  清） 分かりました。 

○分科会長（村岡 峰男） 了解ですか。 

○委員（石田  清） はい、了解です。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかにありませんか。 

 どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 先ほど

申し上げた内容に誤りがありましたので、訂正をさ

せてください。西田委員のご質問で、庁用パソコン

の更新の台数、先ほど３３０台と申しましたが、誤

りでした。正しくは３０８台でした。おわびして訂

正いたします。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、１つ私が聞いて

もいいですか。（「どうぞ」と呼ぶ者あり） 

 市民税の超過課税の関係で、標準っていうんかな、

それが６パーですね、市民税は。それが豊岡６．１

なんですが、ある方が５．５にするというようなこ

とを言っておられるんですけども、そういう実例っ

ていうのはあるんですか、標準の６を割ってってい

うのは。 

 どうぞ。 

○税務課長（中奥  実） ５．５を割ってるってい

うのは。 

○分科会長（村岡 峰男） いや、６を割ってる。 

○税務課長（中奥  実） ああ、６を割ってるとい

うのは、ちょっと把握はしていないです。 

○分科会長（村岡 峰男） ５．５にするいうだった

らええなと思って。 

○税務課長（中奥  実） 僕は把握してないです。 

○分科会長（村岡 峰男） いいですか。ありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） ないようですので、質疑

を打ち切ります。 

 以上をもちまして分科会審査の午前の部を終了

したいと思いますが、ここで委員の皆さん、当局職

員の皆さんから何かありましたらご発言願います。
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ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、ないようですの

で、明日１８日火曜日の委員会審査は、午前９時３

０分から当委員会室で行いますので、よろしくお願

いします。 

 それでは、当局の皆さんは退席いただいて結構で

す。お疲れさまでした。 

 じゃあ、ここで分科会を暫時休憩します。再開は

午後１時。 

午前１１時１４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時５４分 委員会再開 

○委員長（村岡 峰男） 皆さんおそろいですので、

会議を始めたいと思いますが、いいですか。（「は

い」と呼ぶ者あり） 

 それでは、午後の部を開会します。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔明瞭に

行っていただき、スムーズな議事進行にご協力をお

願いをしておきます。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようお願いを

いたします。 

 協議に入る前に連絡をしておきます。選挙管理委

員会の中川選管監査事務局長が欠席です。申出があ

りましたので、了承しています。当局から彼に代わ

りまして説明補助員として竹内選管監査事務局次

長が出席をしています。許可をしておりますので、

ご了承願います。 

 それでは、これより協議事項、付託・分担案件の

審査について、委員会審査に入ります。 

 最初は、第３６号議案、令和７年度豊岡市管理会

財産区特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局地域振興課、道下課長。どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 私からは、

令和７年度豊岡市特別会計予算並びに予算説明書

のほう２２７ページからの第３６号議案、令和７年

度豊岡市管理会財産区特別会計予算について説明

をいたします。 

 ２２７ページのほうですけれども、本案は、第１

条で歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ１

８６万５，０００円と定めております。 

 続きまして、２３９ページのほうをご覧いただき

たいと思います。説明欄でございますが、歳出の説

明欄でございます。高橋財産区の管理委員５名分の

委員報酬など人件費、そして一般管理費、財産管理

費、さらには予備費を計上しております。一般管理

費の人件費、消耗品費や通信運搬費等、事務費、こ

れら全て前年と同額の１８万６，０００円を計上し

ております。また、基金積立金となる財産管理費、

こちらは昨年より２，０００円増の８，０００円、

予備費につきましては前年比３万５，０００円を減

額いたしまして１６７万１，０００円としておりま

す。合わせて歳出の合計３万３，０００円の減額と

なっております。 

 続きまして、２３７ページをご覧いただきたいと

思います。こちらは歳入になります。利子及び配当

金、財産貸付収入、不動産売払い収入、前年度繰越

金、そして預金利子を計上しております。前年比は

基金利子収納見込みを２，０００円増としておりま

すが、財産貸付収入、こちらは今年度、電柱等の敷

地貸付料が低調な年回りになっておりまして、３万

５，０００円を減額しております。合わせまして３

万３，０００円の減ということで上げております。

前年度繰越金は１８５万円、変わらず、それ以外の

歳入額も前年と変更はございません。 

 説明は以上となります。よろしくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 どうぞ。 

○委員（西田  真） 今、高橋財産区の件で説明し

ていただいたんですけど、この管理委員５人とそし

て会計年度任用職員５人ですか、その辺の仕事の内

容をちょっと教えていただければと思います。まず、

それを教えてください。 
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○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 管理会の

委員さん方、５名おられます。そして先ほど会計年

度とおっしゃいましたけども、委員５名の……。 

○委員（西田  真） その分ですね。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 委員さん

５名でございます。但東高橋地区には１０地区ござ

いまして、それぞれ担当地区２地区ずつということ

で、２地区から１名の委員さん、計５名出ていただ

いております。財産区に関する議案、議題ですね。

保安林の指定を県のほうから打診がありましたと

きに、こちらのほう審議いただきますとか、そうい

った辺りの会議の内容で委員さんそれぞれ出てい

ただきまして、ご判断をいただいているというとこ

ろでございます。よろしいでしょうか。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 毎年のことなんですけど、ほ

とんど動きがないような感じで毎年見受けられと

るんですけど、そうじゃないんでしょうか、どうで

すか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 動きのほ

うはあまりございませんが、保安林指定の箇所が増

えるなど、そういった面の動きはございまして、大

体奥地のほうにございます一般の山なんですけれ

ども、県のほうから、農林事務所のほうから保安林

の指定をしたい旨の打診がありましたときに、これ

を了承して保安林が新たに増えていくというよう

なことが動きとしてはございます。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 以前は高橋財産区も含めて１

０ぐらいあったんですけど、今は７つですかいね。

その辺ちょっと確認をさせてください。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 高橋の財

産区以外に出石町にあります、出石の各地区で財産

区を持っておられます。出石では宮内区、袴狭区、

口小野区、奥小野区、田多地区、そして安良区と、

高橋のほかに６つの区が財産区として会を持って

おられます。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 今説明していただいた７財産

区があるんですけど、ほとんど動きがないように思

われとるんですけど、この辺の集約みたいなことは

できないんでしょうか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 出石の各

区におかれましては、区内のほうで生産森林組合の

ような形で運営をしておられるといいますか、実質

運営をしておられます。高橋において以前、平成２

１年より以前ですけれども、財産区議会という形で

ありましたんで、こちらが管理会財産区のほうに移

行したということで、こちらのほうの審議はこちら

の議会のほうでお願いしているわけですけれども、

今後、振興局で現在、事務局は持っているんですが、

これができなくなるということも考えられますの

で、高橋地区のほうでできたらこういった事務を受

け持っていただけないかというようなことも今、委

員会のほうでは相談をしておりまして、こういった

ほうに今後形態を変えて存続していくべきではな

かろうかというご相談もいただいております。以上

です。 

○委員長（村岡 峰男） はい。 

○委員（西田  真） 今おっしゃられたように、そ

ういう方向に持っていっていただきたいと私も常

日頃ずっと思ってますんで、なるべくそういうふう

な格好でやっていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） この年度

末で現在の委員さん５名交代になります。４月から

は新たな委員さんになる予定でございまして、その

委員さん方に今後そういったこと相談申し上げて

ご決定もいただけたらなと事務局では思っており

ます。よろしくお願いします。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） ぜひよろしくお願いします。

委員長、以上です。 
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○委員長（村岡 峰男） ほかにありませんか。あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ご異議なしと認めます。よ

って、第３６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後１時０５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時０５分 分科会再開 

○分科会長（村岡 峰男） 分科会を再開します。 

 これより、３番、協議事項、付託・分担案件の審

査について、分科会審査に入ります。 

 午前に引き続き、第２８号議案、令和７年度豊岡

市一般会計予算を議題といたします。 

 第２８号議案中、当分科会に審査を分担されたの

は、所管事項に係る歳入予算、全項目の人件費を含

む歳出予算、債務負担行為、地方債、一時借入金及

び歳出予算の流用についてであります。 

 本案につきましては、予算説明書の説明欄に所管

課が明記されておりますので、逐一、事業名称と予

算額のみを説明いただく必要はありません。十分な

質疑時間を確保するためにも、当局には新規事業や

前年度から大きな変更のあった事業及び主要事業

等を主として説明いただくよう依頼しておきます。 

 当局の説明は、まず人事課から、全体の人件費を

含めて説明をいただき、その後、組織順で各担当課

から歳出及び歳入等を一気に説明願います。質疑は、

説明が終わった後に一括して行います。 

 当局職員の皆さんは説明される際には、説明する

ページを委員が開いたかどうか確認しながらゆっ

くり説明してください。 

 それでは、順次説明願います。 

 まず最初は、人事課からお願いします。 

 人事課、岡課長。どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） それでは、令和７年度の

人件費についてご説明いたします。事前にお配りし

ています人件費当初予算節別比較（全会計合計）の

資料をご覧ください。よろしいでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○人事課長（岡  亮吾） それでは、費目ごとに説

明いたします。 

 報酬につきましては、前年度と比較し１億８，４

０７万１，０００円の増額としています。主な要因

としましては、会計年度任用職員数の増加、人事院

勧告に伴う会計年度任用職員の給料表の改定、さら

に地域手当相当額の新設に伴う増額となっていま

す。 

 給料につきましては、９，４７２万３，０００円

の増額としています。主な要因としましては、人事

院勧告に基づく給料改定によるものです。給料につ

きましては、正規職員、定年前再任用短時間勤務職

員、フルタイムの会計年度任用職員、公営企業のパ

ートタイムの会計年度任用職員分を計上していま

す。 

 手当につきましては、全体で３億１８３万６，０

００円の増額としています。主な要因としましては、

人事院勧告に基づく期末勤勉手当の支給月数の増

加に加え、地域手当の新設に伴う増加によるもので

す。また、時間外勤務手当につきましては、市長選

挙及び市議会議員補欠選挙、市議会議員選挙、参議

院議員選挙の事務執行に伴う増加によるものです。 

 共済費につきましては、７，８９２万７，０００

円の増額としています。共済費の増加要因としまし

ては、ベースとなる給料、報酬の増加、地域手当の

新設、期末勤勉手当の支給月数の増加によるもので

す。 

 最後に、負担金ですが、１，０５５万５，０００

円の増としています。増加要因としましては、給料

月額の改定に伴う退職手当組合負担金等の増加に

よるものとなっております。 
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 以上、令和７年度の職員人件費の総額は、９７億

８，９５８万４，０００円で、令和６年度と比較し

まして６億７，０１１万２，０００円、率にして７．

３５％の増となっています。 

 人件費の説明につきましては、以上です。 

 続きまして、人事課固有の歳入歳出につきまして、

主なものについてご説明いたします。議案書の８７

ページをご覧ください。よろしいでしょうか。 

 まず、歳出です。右側、説明欄中ほどの人事給与

費についてですが、今年度当初予算と比較し１７３

万１，０００円の減額としています。人事給与費の

中に業務委託料がありますが、そのうち人事給与シ

ステム改修業務が来年度の新規業務となります。子

ども・子育て支援法等の改正により、国の子育て支

援制度が拡充されることに伴いまして、２０２６年

４月に新たな社会保険料、子ども・子育て支援金が

創設されることから、対応プログラムを付加するな

どシステム全体の構築を行うこととしています。 

 また、中段の職員研修事業費の上にクラウド使用

料がありますが、これは電子給与明細、統合型人事

情報システム、職員採用管理システムに係るクラウ

ド使用料となっています。 

 次に、同じページの下側の職員研修事業費につい

てです。今年度当初予算と比較し７万３，０００円

の増額としています。来年度４月から１名増としま

して、兵庫県の但馬県民局豊岡土木事務所へ派遣を

行うこととしております。 

 ８９ページをご覧ください。福利厚生事業費につ

きましては、今年度当初予算と比較し８万６，００

０円の減額としていますが、ほぼ例年どおりの予算

計上となっております。 

 続きまして、９９ページをご覧ください。説明欄、

右側中ほどのキャリアデザイン推進事業費です。今

年度当初予算と比較し１９万５，０００円の減額と

しています。キャリアデザイン推進事業につきまし

ては、キャリアデザインの後期アクションプランに

基づき、職員の自律的なキャリア形成意識の醸成を

図るとともに、ハラスメントの相談体制等の充実を

図ることを目的に行っているものです。職員研修業

務としましては、階層別研修として新任職員研修に

始まり、５０代後半を対象としたセカンドキャリア

研修まで、階層別に必要なスキル向上を図るための

研修、全職員を対象としたｅラーニング研修を行っ

ております。また、職員意識調査の実施、ハラスメ

ントとキャリアサポートの外部相談窓口の開設な

ど、職員の働きやすい職場環境に努めているところ

です。 

 次に、歳入です。６９ページをご覧ください。上

から１０行目、派遣職員給与費等負担金についてで

すが、兵庫県への派遣を１名増とすることに伴いま

して、全体で９１８万３，０００円の増額となって

おります。そのほかにつきましては、ほぼ例年どお

りの計上となっています。 

 人事課からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） では、続いて、総務課、

太田垣課長。 

○総務課長（太田垣健二） そうしましたら、総務課

が所管いたします１１件の事業のうち主な事業、そ

れから前年度と比較し増減額の大きい事業につい

てのみ説明を申し上げます。 

 ８５ページをご覧ください。８５ページの説明欄

の上から９行目、一般管理費でございます。ここに

記載されております一般管理費の総額のうち３，７

９８万１，０００円が総務課所管分でございます。

ここでは、主に市広報等の文書の発送、入札契約事

務、法令関係事務など、行政事務の執行に必要な経

費や地区集会施設の整備に係る補助金等を予算計

上しております。２０２４年度の当初予算額と比較

し約５８０万円の減額となっております。これは昨

年度の予算では、豊岡道路（２期）工事に伴います

旧豊岡清掃センター内の保管文書などの移転業務

に係る委託料を計上しておりましたので、この分が

なくなったことが、２０２５年度の予算におきまし

て減額になった理由であろうと考えているところ

でございます。 

 続きまして、９１ページをご覧ください。一番下

の説明欄の１行目、庁舎管理費でございます。ここ

では、本庁舎及び豊岡稽古堂の維持管理に必要な経
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費を予算計上しておりまして、今回は一つに建築基

準法に基づく本庁舎及び稽古堂の外壁の打診調査

に係る維持管理委託料を、また、９３ページになり

ますが、２つ目といたしまして、本庁舎及び稽古堂

の照明設備のＬＥＤ化工事の施工監理に係る投資

委託料、また、３点目といたしまして、本庁舎及び

稽古堂の照明設備のＬＥＤ化工事に係る工事費及

び予防保全の観点から、本庁舎屋上階の防水剤張替

工事に係る工事費と合わせまして、整備工事費とし

て７，５５３万１，０００円を計上いたしましたの

で、２０２４年度の当初予算と比較いたしまして約

７，４００万円の増額となっております。 

 続きまして、少し飛びますが、１５１ページをご

覧ください。１５１ページの上段の説明欄、下から

８行目になろうかと思います。国勢調査費でござい

ます。この調査は、５年ごとに実施をいたします統

計法に基づく国の基幹統計調査の一つでございま

して、国内の人口及び世帯の実態を把握し、各種行

政施策、その他の基礎資料を得ることを目的とする

ものでございまして、２０２５年度が本調査の年に

当たります。ここでは、本調査に係る事務費といた

しまして２８１万円を計上しておりまして、これら

の財源といたしましては、全額県からの委託金を充

当することにしております。 

 少し戻っていただきまして、１４９ページをお開

きください。１４９ページの一番下の説明欄に人件

費とありますが、これは先ほど説明いたしました国

勢調査に係ります会計年度任用職員の報酬であり

ますとか指導員及び調査員の報酬として３，９１４

万８，０００円を計上しております。これらの財源

につきましても、全額県からの委託金を充当する予

定にしております。 

 続きまして、歳入でございます。総務課が所管い

たします主なものについてのみ説明を申し上げま

す。 

 ５５ページをお開きください。５５ページの統計

調査費委託金の説明欄の下から２行目、国勢調査事

務委託金４，１９５万８，０００円とありますが、

これは先ほど歳出の際に説明を申し上げました国

勢調査費の事務費及び同調査に係る指導員等の人

件費の財源として県からの委託金を予算計上して

おります。 

 続きまして、６１ページをご覧ください。６１ペ

ージの１、公共施設整備基金繰入金の説明欄、１億

３，５００万円のうち９００万円が総務課所管分で

すけども、これは歳出の際に説明いたしました庁舎

管理費中の本庁舎屋上階防水剤張替工事に係る事

業費、整備工事費でございますが、これの財源とい

たしまして予算計上しているところでございます。 

 続きまして、７５ページをご覧ください。７５ペ

ージ、１、総務管理債の説明欄、上から６行目、庁

舎整備事業債、本庁舎の６，２８０万円でございま

すが、これは歳出の際に説明をいたしました庁舎管

理費中の本庁舎及び稽古堂の照明設備のＬＥＤ化

工事に係る施工監理委託料及び整備工事費の財源

として予算計上しております。なお、起債の種類は、

脱炭素推進事業債を予定しているところでござい

ます。 

 最後に、地方債でございます。１０ページをご覧

ください。上から６行目、庁舎整備事業費、本庁舎

６，２８０万円が総務課分でございます。内容は先

ほど総務管理債で説明させていただいたとおりと

なります。 

 総務課からは以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、地域づくり課、

井上課長。どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 地域づくり課所管

分のうち主なものを説明させていただきます。 

 まず、歳出について説明いたします。１０８ペー

ジ、１０９ページをご覧ください。一番下になりま

す市民プラザ管理費です。今年度は多目的ホールの

調光器盤の整備や舞台幕の交換等を行いましたが、

来年度につきましては大きな工事がないため、今年

度当初予算と比較して１，６００万円を減額してお

ります。 

 次に、１２１ページをお願いいたします。２つ目

の枠……（「ちょっと待ってください」と呼ぶ者あ

り）はい。 
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○分科会長（村岡 峰男） いいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

○地域づくり課長（井上 靖彦） ２つ目の枠、地域

コミュニティ推進事業費の中ほどの業務委託料に

なります。これは、引き続き中間支援組織への業務

委託を行うもので、各組織の活動支援や組織運営の

支援を委託するものです。その下、人材育成支援業

務は、コミュニティ組織の担い手を対象とした業務

で、県の補助金を活用する関係から、中間支援業務

と分けて計上しております。 

 そこから７行下、交付金です。手挙げ方式の地域

コミュニティ活動促進事業交付金と各組織に一括

して交付するコミュニティづくり交付金合わせて

１億４，４８３万１，０００円を計上しております。 

 その下のコミュニティセンター管理費ですが、２

億６，２１８万３，０００円で、昨年度より９１３

万３，０００円の増額となっています。今年度、旧

中竹野小学校を解体し、その跡地に来年度、中竹野

コミュニティセンターを新築します。隣接する中竹

野ふるさと館のミーティングルームをコミュニテ

ィセンターの一部として利活用する工事を併せて

行います。下から４行目になりますが、これに伴う

施工監理業務委託料として７５５万４，０００円を、

次の１２３ページになりますが、その上から８行目、

整備工事費として１億９，０３９万５，０００円を

計上しております。 

 同じページのその下の枠、地方創生推進事業費に

なります。人件費のパートタイム職員ですが、これ

は国の地域プロジェクトマネジャー制度を活用し

て、結婚支援事業を総合的に推進する専門的な人材

を今年度に引き続き雇用いたします。なお、この費

用については、全額特別交付税で措置をされます。 

 続いて、１２７ページをお願いいたします。上段

になります出会い機会創出事業費で、前年度と比較

して７３万３，０００円を増額しております。市主

催の結婚イベント、はーとピーやボランティア仲人、

縁むすびさん事業などを継続して実施するととも

に、出会いのイベント回数をさらに増やすため、飲

食店等が主催するマッチングイベントに対して補

助を行います。また、手数料の項目になりますが、

結婚支援のホームページをリニューアルする経費

を８１万１，０００円計上しております。 

 そのページの下から４行目の定住推進事業費で

す。来年度も引き続き移住のための空き家改修、空

き家清掃、引っ越し代等を支援し、移住検討時の下

見の際の宿泊代やレンタカー代等、こういった検討

される方に対しても補助をし、移住定住を推進して

まいります。なお、学生向けシェアハウスの改修補

助金を今年度は予算化しておりましたが、相談はあ

るものの耐震化が必要なことなどから申請がない

ため、来年度は予算化を見送っております。そのた

め全体で１，２８０万円の減額となっております。 

 次に、１３３ページをお願いいたします。下から

８行目になります。地域おこし協力隊推進事業費で

す。このうち１億２，００１万２，０００円が地域

づくり課分となっております。 

 次の１３５ページにわたって記載をしておりま

すが、継続隊員１０名分と新規隊員１５名分の活動

経費及び募集に係る事務経費などを地域づくり課

で計上しております。 

 起業支援補助金、上限２００万円でございますが、

これについては６名分を計上しております。国の要

綱改正により特別交付税対象となる隊員の人件費

分の上限が４０万円引き上げられたことから、豊岡

市でも同様の取扱いとするため、１人当たり年間５

２０万円、４０万円引き上げて５２０万円としたた

め、市全体で１，０８５万６，０００円の増額とな

っております。 

 １３５ページのその下、ＵＩターン推進事業費で

す。事業内容は、業務委託料に記載しております移

住ポータルサイト飛んでるローカル豊岡、ジョブナ

ビ豊岡のサイト運営による情報発信、移住相談窓口

暮らしのパーラーの運営などで、これらを今年度に

引き続き行ってまいります。また、この中で若者事

業を入れております。今年度に引き続きふるさと財

団の地域再生マネジャー事業補助金を活用して外

部専門家からのアドバイスを受け、若者の居場所づ

くりや交流イベントを実施してまいります。その若
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者事業の費用として３００万６，０００円を計上し

ております。 

 続きまして、歳入でございます。４３ページをお

願いいたします。一番上の枠、国庫支出金の少子化

対策重点推進交付金です。これは出会い機会創出事

業の中で、先ほど申し上げましたホームページのリ

ニューアル、こういったものが対象事業となります

ので、これらの３分の２を交付金として計上してお

ります。 

 続きまして、４５ページをお願いいたします。一

番下の枠、県補助金です。枠の上から５行目、移住

支援事業補助金ですが、これは東京圏からの移住者

に対する補助金の国と県の負担分となります。 

 そこから５行ほど下になりますが、持続可能な多

自然地域づくりプロジェクト事業費補助金のうち、

「持続可能な生活圏」形成支援事業費補助金７０万

円、これについては地域コミュニティ活動促進事業

交付金に、市町地域伴走支援体制整備事業費補助金

の５０万円は、中間支援の委託事業にそれぞれ充当

いたします。 

 次に、７３ページになります。雑入の上から４行

目、補助金・交付金ですが、そこから８行下、地域

再生マネジャー事業費補助金２００万４，０００円

が、若者事業に係るふるさと財団からの補助金とな

っております。 

 次に、７５ページをお願いいたします。一番上の

枠、総務管理債の中で中竹野コミュニティセンター

の改修整備に１億９，９００万円、過疎債になりま

すが、これを計上しております。 

 地域づくり課からの説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、多様性推進・ジ

ェンダーギャップ対策課、木内課長。どうぞ。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（木内 

純子） １２２ページ、１２３ページをご覧くださ

い。こちらの課で所管する主な事業、地方創生推進

事業費について説明いたします。 

 多文化共生推進事業費ですが、現在、豊岡市の外

国人住民の数は、２月末現在１，２３９人の方が住

んでおられまして、多文化共生推進プランに基づい

て様々な事業を実施しています。１，２５０万７，

０００円につきましては、前年比４６６万３，００

０円の増となっています。これの主な要因としまし

ては、新年度に第２次の多文化共生推進プランを策

定するため、神戸大学と共同研究を行い、外国人市

民、日本人市民、市内事業所にアンケート調査、ヒ

アリング調査を実施するための主な費用として増

額となっております。 

 多文化共生の主な内容としましては、これまでと

同様、外国人相談窓口での相談業務や市民や市の職

員を対象とした研修等の開催、外国人市民の交流事

業、あと外国人支援団体による日本語教室の運営業

務に対する支援などを行っています。 

 主な費目について説明します。通信運搬費２８３

万円のうち２６７万４，０００円、負担金、神戸大

学との多文化共生推進調査研究事業費１７４万７，

０００円は、先ほど言った多文化共生推進プラン策

定に向けての調査をするための主な費用となって

います。業務委託料、外国人交流事業等開催業務と

して６０万円を計上しています。こちらは外国人転

入者を対象にした４回まで無料の日本語教室の開

設と、あと６地域で開催する多文化交流サロンの実

施に係る費用です。これらの業務は一般社団法人豊

岡市国際交流協会とＮＰＯ法人にほんご豊岡あい

うえおに委託する事業です。補助金５８０万円は、

外国人支援団体、２団体が開催している日本語教室

の開設運営業務に対して補助金を交付するもので

す。 

 続きまして、同じページのワークイノベーション

推進事業費ですが、こちらは市内事業所向けのジェ

ンダーギャップの解消の取組です。女性マネジメン

ト層向けのセミナーをはじめ、住民意識調査やワー

クイノベーション表彰制度、ワークイノベーション

推進会議をするための費用となっています。 

 主な費目では、報償金１２８万６，０００円につ

きましては、表彰制度の審査をお手伝いいただく社

労士さんたちと学識経験者さんの謝礼や女性社員

向けのメンタリング制度の謝礼、家庭向けコミュニ

ケーションシート活用セミナーの謝金やあんしん
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カンパニーを目指す事業所、今年度からできました

とりくみカンパニーがあんしんカンパニーになれ

るようにということで支援に係る謝礼を新たに計

上しております。業務委託料４１１万４，０００円

につきましては、女性マネジメント層向けのセミナ

ーを２回、推進会議のワークイノベーションセミナ

ーを２回、年間のアドバイザー料、それから従業員

意識調査に係る費用となっております。 

 １２４ページ、１２５ページをご覧ください。ジ

ェンダーギャップ解消推進事業費です。こちらはま

ち全体を対象としたジェンダーギャップの解消に

取り組むものです。主な内容としては、家庭や地域

を対象とした啓発事業や今年度完成したジェンダ

ー、多様性などをテーマにしたオリジナル絵本の読

み聞かせなどです。また、新規事業として、地域リ

ーダー塾を開催するとともに、こちらもジェンダー

ギャップ解消戦略後期プランを策定するため、昨年

度より３３９万７，０００円の増となっております。 

 主な費目としては、報償金１５７万円ではジェン

ダー平等推進アドバイザーと地域啓発推進アドバ

イザーのアドバイザー謝金、あと絵本読み聞かせの

協力者謝礼などになっています。次に、通信運搬費

２２４万８，０００円のうち２２３万８，０００円、

業務委託料、アンケート調査業務３００万３，００

０円は、先ほど言いましたジェンダーギャップ解消

戦略後期プランを策定するためにアンケート調査

を行うための主な費用となっています。次に、事業

委託料ですが、これまでの豊岡みらいチャレンジ塾

は３回終了しましたので、新年度からは政治・経済・

地域の各分野で活躍する若手、５０歳未満の男女の

リーダーを育成するため、３回シリーズで地域リー

ダー塾を開催するための費用となっています。 

 続きまして、子育て中の女性の就労促進事業費で

す。こちらは、２０２１年度から取り組んでいる女

性デジタル人材の育成と女性起業家の育成、子育て

支援総合拠点ＷＡＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫＡのみら

い応援Ｒｏｏｍでの女性の就労支援などの取組に

係る費用となっています。 

 主な費目では、報償金２４２万８，０００円です

が、女性起業家育成などの起業相談、ＩＰＰＯ Ｔ

ＯＹＯＯＫＡの相談やキャリア相談の謝金、それか

ら女子中高生を対象にＩＴ、理系への苦手意識を払

拭し、関心を高めるきっかけとなるプログラミング

体験キャンプの謝金、プログラミング人材育成の３

か月の講座の謝金となっております。業務委託料に

ついては、デジタルマーケティング人材育成の５か

月間の講座と２か月間のインターンシップの委託

料となっております。 

 次に、１３４、１３５ページをご覧ください。下

のほうになりますが、多様性推進事業費です。多様

性推進事業費１３２万５，０００円の主な内容です。

３月末に策定予定の多様性推進方針に掲げる多様

性の視点をあらゆる施策に反映するということで、

来年度もアドバイザーを設置するとともに、市民委

員による検討委員会を開催します。また、市職員や

住民向けの多様性に関する研修会を開催します。報

償金としては、今言いました検討委員会の委員謝礼、

アドバイザー謝礼、研修会の講師謝礼となっていま

す。 

 続きまして、歳入です。３４ページ、３５ページ

の一番下の枠をご覧ください。よろしいでしょうか。

総務費国庫補助金の一番下、地域女性活躍推進交付

金４０６万６，０００円を計上しています。これは、

先ほどの歳出の子育て中の女性の就労促進事業の

中の女性デジタル人材の育成事業と女性起業家育

成事業の計５４２万２，０００円に対する交付金で

ありまして、補助率は４分の３です。 

 続いて、３６、３７ページの一番上になります。

外国人受入環境整備交付金です。こちらは、新たな

交付金になりまして、これは４月から外国人相談窓

口の外国人相談専門員を会計年度任用職員として

採用するため、総務部の人件費３３２万３，０００

円に充当するものでして、補助率は２分の１となっ

ています。 

 続きまして、４０ページ、４１ページをご覧くだ

さい。下から２つ目の枠です。新しい地方経済・生

活環境創生交付金、第２世代です。こちらの６，６

２４万７，０００円のうち１，１８９万１，０００
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円が先ほどの歳出で説明しました５つの事業の財

源に充てるものになります。 

 次に、６０ページ、６１ページをご覧ください。

一番上の総務費寄附金の中の企業版ふるさと応援

寄附金２，３００万円のうち５００万円がジェンダ

ーギャップ解消とワークイノベーション推進事業

費に充てられることになっています。 

 次に、繰入金です。一番下の枠ですが、下から４

つ目の地域振興基金繰入金です。８億４，８１２万

９，０００円のうち１００万円が子育て中の女性の

就労促進事業費に充てられるものになります。 

 最後に、７２、７３ページをご覧ください。雑入

の１１行目、市町日本語教育体制づくり事業費補助

金２９０万円です。これは令和４年度から文化庁、

今年度は文部科学省になりましたが、間接補助事業

として兵庫県国際交流協会から交付されているも

のです。多文化共生推進事業費のうち日本語教室の

実施に係る補助金、在住外国人コミュニケーション

支援事業の財源に充てるものです。 

 私からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、城崎振興局地域

振興課、山根課長。 

○城崎振興局地域振興課長（山根 哲也） ９５ペー

ジをお開きください。９５ページの財産管理費の上

から２２行目、ほぼ真ん中にあります中の業務委託

料１，０６０万９，０００円のうち、その下の測量

業務で１０１万円が城崎振興局地域振興課に係る

ものとなります。この１０１万円のうち３６万１，

０００円が旧城崎給食センターの土地、建物を売却

するに当たり、その敷地にある防火水槽を用途廃止

し、新たに設置する防火水槽用地の測量、登記等の

費用に係るものです。新設する場所は、今月３１日

に用途廃止し、今後、旧城崎給食センターと合わせ

て土地、建物を売却する予定の城崎健康福祉センタ

ーの敷地の一画に計画しております。残りの６４万

９，０００円は、県の無電柱化推進計画事業のため、

豊岡市城崎消防団第１分団の消防車庫の用地を県

に譲渡、その移設先として城崎中学校の敷地内とす

ることとし、その新築場所の分筆、登記等の用地測

量費を昨年９月議会に補正予算計上し、お認めいた

だいたもので、その後、敷地を調査していく中で、

ガス管等の地下埋設物の存在が新たに判明し、消防

車庫の敷地を変更する可能性が出てきたため、敷地

確定後に測量等を行うこととして、３月補正予算で

減額し、同額を新年度予算に計上しているものでご

ざいます。なお、３月補正予算はこの減額分のみで

ございますので、明日の委員会における説明は割愛

させていただきたくご了承願いたいと存じます。 

 次に、１１１ページをお開きください。２枠目、

城崎振興局庁舎管理費についてです。総額で前年度

比約９５０万円の減となっております。これは光熱

水費の高騰やシルバー人材センターに委託してお

ります宿日直業務委託料の人件費増がある中、今年

度は３月３１日をもって廃止されます城崎健康福

祉センターに入居されている豊岡市商工会城崎支

部及び豊岡市社会福祉協議会城崎支所が施設の複

合化で城崎庁舎内に移転されることによる城崎庁

舎の集会室の改修工事費が約１，１５０万円あった

ことで、前年度比約９５０万円の減となっています。

なお、豊岡市商工会城崎支部については、既に今年

の１月に移転済みでありまして、豊岡市社会福祉協

議会城崎支所については、４月１日からの事務所開

設に向けて準備を進められております。 

 次に、同じ枠内の真ん中辺り、自動車管理費につ

きましては、これは昨年９月の総務委員会の決算認

定説明時に、振興局管理公用車を１１台と申し上げ

ておりましたが、予算上の管理公用車は５台でして、

紛らわしい説明をしておりました。申し訳ありませ

んでした。その５台のうち２０２５年度に１台をリ

ース車へ変更し、全てがリース車となる予定で、そ

れに伴う自動車借り上げ料が増となり、前年度比約

２５万円の増となっております。 

 次に、歳入について説明をいたします。前に戻っ

ていただきまして、６９ページをお開きください。

６９ページの雑入の枠の下から１０行目、光熱水費

等使用者負担金の中で、また１ページめくっていた

だいて、７１ページの上から１８行目、城崎庁舎８

８万４，０００円は、先ほど歳出の庁舎管理費で触
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れました施設の複合化で、城崎庁舎に入居される豊

岡市商工会城崎支部及び豊岡市社会福祉協議会城

崎支所にご負担いただくものでございます。 

 さらに１ページをめくっていただいて、７３ペー

ジの下から８行目、移転補償金の消防団車庫１，１

５５万７，０００円のうち６４万９，０００円が、

こちらも歳出の業務委託料で説明をさせていただ

きました消防車庫の新築移転先である城崎中学校

の敷地の分筆、登記等の用地測量費に係る県からの

補償金となります。 

 城崎振興局からは以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、竹野振興局地域

振興課、小林課長。どうぞ。 

○竹野振興局地域振興課長（小林 昌弘） １１１ペ

ージをお開きください。一番下の枠、竹野振興局庁

舎管理費です。通常の維持管理経費につきましては

省略をさせていただき、次年度特別なものとしては、

１１３ページの説明欄、上から３行目の投資委託料

に１８７万円、そこから７行下の補修工事費に９，

８６５万２，０００円を計上しております。竹野庁

舎は竣工から２５年が経過しておりまして、老朽化

の著しい照明設備と空調設備について省エネ・カー

ボンニュートラルに配慮した機器の更新を行おう

とするもので、今年度の照明器具のＬＥＤ化に引き

続き、２０２５年度は空調機器をより高効率なもの

へ更新するべく、施工監理委託料１８７万円及び空

調設備等改修工事費に９，８６５万２，０００円を

計上しております。 

 次に、その下、自動車管理費につきましては、振

興局管理公用車６台の管理費で、前年度とほぼ変更

はございません。 

 次に、歳入について説明いたします。戻っていた

だきまして、７５ページをご覧ください。下の枠の

一番上、総務債のうち上から４行目、庁舎設備事業

債の竹野庁舎９，５９０万円は、先ほど説明いたし

ました竹野庁舎の空調機器の高効率化改修に伴う

委託料及び工事費に係るものとなります。 

 最後に、第３表、地方債についてです。１０ペー

ジをご覧ください。上から４行目の庁舎整備事業債

の竹野庁舎９，５９０万円は、ただいま説明いたし

ました市債に当たるものとなります。 

 竹野振興局からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、日高振興局地域

振興課、吉田課長。どうぞ。 

○日高振興局地域振興課長（吉田 政明） 予算書の

１１３ページをご覧ください。説明欄、２つ目の枠、

日高振興局費の庁舎管理費です。１１行目の投資委

託料１，１４０万３，０００円ですが、日高庁舎脱

炭素化・ユニバーサルデザイン化改修工事に係る施

工監理業務の委託料です。その８行下の整備工事費

２億３，０３５万５，０００円がその改修工事費と

なります。 

 次に、同じ枠の下段、自動車管理費です。日高振

興局の所管する９台の公用車に係る管理費です。 

 次に、歳入です。６９ページをご覧ください。下

から６行目の光熱水費等使用者負担金、日高庁舎１

３７万６，０００円ですが、庁舎に入居しておりま

す豊岡市商工会等の光熱水費負担分を計上してお

ります。 

 続きまして、７５ページをご覧ください。２つ目

の大きな枠、総務管理債の上から５行目、庁舎整備

事業債、日高庁舎２億１，７５０万円は、日高庁舎

脱炭素化・ユニバーサルデザイン化改修工事に係る

市債です。 

 最後に、地方債です。１０ページをご覧ください。

上から５行目、庁舎整備費、日高庁舎２億１，７５

０万円は、先ほど説明しました日高庁舎の改修工事

に係るものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、続いて、出石振

興局地域振興課、三宅課長。どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） １３３ペ

ージをご覧ください。上から１０行目、出石永楽館

歌舞伎開催事業費です。総額で８，２６２万７，０

００円を計上しており、前年度当初予算と比較して

７６３万４，０００円の減額としております。減額

の主な要因は、公演委託先であります松竹株式会社

側のスケジュールの関係で公演日数を短縮したた
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めです。今年度は８日間、１５回公演でありました

ところ、新年度は６日間、１１回公演としておりま

す。開催期間は９月３０日火曜日から１０月５日日

曜日を予定しております。 

 次に、３０５ページをご覧ください。中段より少

し上、伝統的建造物群保存地区保存事業費、いわゆ

る伝建事業です。総額で３，２７９万３，０００円

を計上しており、前年度と比較して７９７万３，０

００円の増額としております。増額の主な要因は、

令和３年度に策定いたしました豊岡市伝統的建造

物群保存地区防災計画に基づき、伝建地区内に街頭

消火器を２００本設置する防災事業を行うことに

よるもので、事業費は１，００３万２，０００円で

す。伝建地区内で万が一火災が発生したときに、こ

の事業により初期消火及び延焼防止を図ろうとす

るものです。なお、街頭消火器の設置に当たっては、

歴史的な町並みに調和するように木製の収納箱を

製作いたします。また、例年行っています伝統的建

造物群基盤強化事業につきましては、伝統的建造物

の修理２件と、伝統的建造物ではない建物を歴史的

な町並みに調和させる工事であります修景事業１

件の合計３件で昨年度と同じ件数です。 

 続きまして、歳入についてご説明いたします。４

１ページをご覧ください。まずは、伝建事業に係る

ものです。上から６枠目の上から３つ目、重要伝統

的建造物群保存地区保存修理費補助金１，５４２万

４，０００円は、先ほどご説明申し上げました伝建

防災事業と修理修景事業３件分に係る国庫補助金

で、補助率は２分の１です。 

 次に、５５ページをご覧ください。上から４枠目

の上から３つ目、重要伝統的建造物群保存地区保存

修理費補助金７７１万２，０００円は、同じ伝建事

業に対する県の補助金で、補助率は４分の１です。 

 次に、永楽館歌舞伎開催事業に係る主な歳入を説

明いたします。６１ページをご覧ください。一番上

の枠、総務管理費寄附金の３つ目の項目、企業版ふ

るさと応援寄附金の２，３００万円のうち２００万

円は、永楽館歌舞伎に対する寄附金として計上して

います。 

 次に、７３ページをご覧ください。下から８項目

め、市民会館等入場料の永楽館の５，１８１万６，

０００円を歌舞伎チケット販売収入として見込ん

でおります。 

 私からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、但東振興局地域

振興課、道下課長。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） １１５ペ

ージのほうをご覧いただきたいと思います。説明欄、

下の段のほうですけれども、但東振興局の庁舎管理

費でございます。１，３９３万５，０００円を計上

しております。主なものは、光熱水費、業務委託料

などになります。光熱水費６５１万１，０００円、

宿日直や庁舎の駐車場の除雪委託費ですけれども、

これらの業務委託料５３７万円を計上しておりま

して、人件費等の高騰によります、前年より３３万

６，０００円の増ということになっております。 

 続いて、１１７ページへお願いいたします。上か

ら９行目の自動車管理費１３９万１，０００円、局

の公用車車両に関する費用を上げております。昨年

度から１台、乗用車のほうを減じまして、前年比は

１７万５，０００円の減としております。 

 続いて、２９９ページ、お願いいたします。説明

欄、一番下から７行目、東井義雄の心を伝える推進

事業費、こちらは４８万円を計上いたしております。

ここ数年継続して取り組んでおります東井義雄に

関する新しい文献資料の調査研究、整理、保存に係

る費用、また、例年開催しております東井義雄教育

塾講演会、これら事業の一部となるものでございま

す。 

 続きまして、歳入でございます。６１ページ、お

願いいたします。一番下の欄、基金繰入金、この中

で、下から６段目ですけれども、東井義雄遺徳顕彰

基金繰入金、こちらは４８万円、先ほど歳出のほう

でご説明しました東井義雄心を伝える推進事業費

の財源として、東井基金からの繰入れを行うもので

ございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、会計課、西村課
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長。 

○会計課長（西村 嘉通） それでは、関係分につき

まして、初めに、歳出で、９１ページをお願いいた

します。上から３枠目の会計管理費のところをご覧

ください。これは、会計課の通常業務、すなわち収

入、支出の処理に係る事務的経費です。役務費のう

ち手数料は、金融機関などへの手数料で、このうち

支出に係る振込手数料８０９万６，０００円計上し

ており、前年度に比べまして３６３万６，０００円

増額しております。これは、今年度、令和６年１０

月から振込手数料が公金についても有料化となっ

たことによるもので、６年度は半年分の予算措置で

ございましたが、来年度以降は１年間分となるため、

増額となるものです。 

 また委託料は、事務処理に使用する各システムに

係る経費で、一番下、業務委託料、財務会計システ

ム改修業務４４９万５，０００円は、財務会計サー

バーに係るシステムの更新費用です。 

 次に、９３ページをお願いします。説明欄中ほど

の基金管理費のところをご覧ください。これは基金

への積立金の予算で、内訳のうち、何々基金（利子）

としているものが会計課の所管分で、全部で１３件

ございます。これらは基金の運用に伴う収入を各基

金に積み立てるもので、歳入のほうに対応する利子

収入がございます。利子分のみの小計の表記はござ

いませんけれども、全部で３，３９０万円、前年度

予算に対して１，６０７万３，０００円を増額して

おります。 

 歳出の説明は以上です。 

 次に、歳入です。戻っていただきまして、５７ペ

ージをお願いいたします。一番下の枠の基金運用利

子のところをご覧ください。歳出のところで説明い

たしました積立金の財源となる基金運用の利子収

入です。前年度予算との比較では１，６８４万円の

増で計上しております。これは、預金利息の利率が

上昇したことなどによるものです。 

 次のページにかけて、基金ごとの内訳は、各基金

残高での按分によります。先ほど歳出でご説明した

積立金の予算とそれぞれ項目、金額は対応しており

ます。なお、一部の基金は、利子の積立てを行いま

せんので、歳入のみのものあります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、選管監査事務局、

竹内次長。 

○選管監査事務局次長（竹内 健作） 予算書１４３

ページをお願いします。まず、令和７年４月に執行

予定の市長選挙及び市議会議員補欠選挙に係る予

算について説明させていただきます。 

 この市長選挙は、本年４月２７日に執行されるも

ので、既に令和６年度分に係る経費については、立

候補予定者説明会をはじめ、選挙準備に係る経費の

予算を執行しつつあります。令和７年度分の経費に

ついては、それぞれの選挙について、候補者を４人

と想定して計上しています。 

 ２段目の枠内、市長選挙及び市議会議員補欠選挙

です。説明欄１行目の人件費は、人事課所管分も含

まれますが、選挙事務に必要な会計年度任用職員や

投票立会人の報酬などで、合わせて２，３８２万７，

０００円を計上しています。 

 下から２行目の消耗品費３，３３２万９，０００

円ですが、これは、ポスター掲示場４９７か所の設

置に係るものをはじめ、啓発用懸垂幕など、主に選

挙用資材として準備するものです。 

 ページを進めていただき、１４５ページの上の枠

内の一番下の行になります、選挙公営費の交付金１，

２８１万６，０００円は、候補者の選挙運動に係る

自動車の使用やポスターの作成費用などです。 

 市長選挙及び市議会議員補欠選挙費の事務等に

要する経費は合計で５，９４０万９，０００円で、

先ほどの人件費を加えますと、この選挙に要する令

和７年度分の費用としましては、総額で８，３２３

万６，０００円ということになります。 

 次に、同じページの下の枠、参議院議員選挙費で

す。こちらは、本年７月２８日に任期が満了する参

議院議員の通常選挙に係る経費です。 

 なお、候補者を６人と想定して計上しています。 

 説明欄１行目の人件費は、先ほどと同じく、人事

課所管分も含まれます。選挙事務に必要な会計年度
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任用職員や投票立会人の報酬などが主な部分です

が、期日前投票の期間が長い分、多くの経費がかか

ります。人件費は、合わせて２，９５６万６，００

０円になります。 

 選挙に係る事務経費については、先ほどの選挙と

ほぼ同様ですが、今回は、１４７ページになります

が、上段の枠の一番下の行、庁用備品として投票用

用紙計数機を２台購入する予定ですので、１１０万

円を計上しております。 

 なお、市長選挙や市議会議員選挙で支払われる選

挙公営費の交付金については、参議院選挙をはじめ

とする国や県の選挙は県から支払われるため、ここ

では計上しておりません。 

 参議院議員選挙費の事務等に要する経費は合計

３，１２２万８，０００円で、先ほどの人件費を加

えますと、この選挙に要する費用としましては、総

額で６，０７９万４，０００円ということになりま

す。 

 次に、同じ１４７ページの２枠目、市議会議員選

挙費です。こちらは、本年１０月３１日に任期が満

了する市議会議員の選挙に係る経費です。なお、候

補者を３０人と想定して計上しています。 

 経費算定の考え方は、先ほどの市長選挙及び市議

会議員補欠選挙でご説明した内容とほぼ同様です。

市議会議員選挙の事務等に要する経費は合計６，９

３９万１，０００円で、人件費を加えますと、この

選挙に要する費用としましては、総額で９，３０９

万３，０００円ということになります。 

 次に、ページが少し戻りまして、１３７ページを

お願いします。２つ目の枠の一番上のところですが、

人件費といたしまして、固定資産評価審査委員会委

員３人への報酬９万８，０００円ですが、これは昨

年よりも減額した予算となっています。 

 令和６年度は、３年に一度の固定資産評価額見直

しの時期に当たり、例年よりも多くの申請があると

見込み、１０回分の委員会開催を計上していました

が、今年度は、例年どおり２回の委員会開催を見込

んだ予算としています。 

 その他の選挙管理事務や監査の経常的な事務経

費については例年と大きな違いはありませんので、

説明を割愛させていただきます。 

 歳出については以上です。 

 続きまして、歳入の説明に移らせていただきます。

予算書５５ページをお開きお願いします。下のほう

の枠の説明欄２段目、選挙費委託金です。１行目は

在外選挙人名簿登録事務費交付金は、３人の登録変

更を見込み、１，０００円を計上しています。 

 次の行の参議院議員選挙事務委託金６，０３０万

５，０００円は、先ほどの選挙事務に係る県からの

委託金です。 

 選管監査事務局の説明は以上となります。 

○分科会長（村岡 峰男） 以上で説明は終わりまし

た。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は２時１５

分。 

午後２時０６分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時１３分 分科会再開 

○分科会長（村岡 峰男） それでは、改めまして、

休憩前に引き続き分科会を再開します。 

 既に説明は終えておりますので、これから質疑に

入ります。質疑はありませんか。 

 どうぞ。 

○委員（西田  真） 何点か確認をさせてください。 

 まず、人事課のほうなんですけど、８７ページの

クラウド使用料、毎年、これは使用料が発生するも

のかどうかいうのがまず１点と、そして、兵庫県に

１人増ということでありましたけど、派遣の人数は、

毎年どれぐらい派遣されているかもちょっとお知

らせください。 

 あとは、総務課のほうなんですけど、ＬＥＤ化、

本庁舎のほうですけど、やられたということで、今、

全体として何％ぐらいのＬＥＤ化になってるか、そ

の辺もお知らせください。 

 そして、屋上の防水工事という話がありましたけ

ど、この屋上の防水工事は何年に、１０年に一遍と

か、そういう頻度でやっておられるのか、それとも、

ちょっと悪くなったから今度するとか、そういうこ
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ともお知らせください。 

 そして、１５１ページの国勢調査なんですけど、

調査員１人に対して、基準といいますんか、その辺

が対象、何世帯とか、そういうものを教えていただ

ければと思います。 

 それから、１２７ページ、地域づくり課なんです

けど、出会いの機会、ハートリーフとか縁結び、マ

ッチングの分なんですけど、この予算計上があるん

ですけど、その実績等は、その予算に見合ってるか

どうかもちょっとお知らせください。 

 あと、１３３ページの地域おこし協力隊、これ１

０名、新規１５名ということでありますけど、毎年

の変動をお知らせいただければと思います。 

 あと、多文化のほうですけど、１２３ページの在

住外国人１，２３９名ですけど、２月末で、これは

毎年どれぐらいの推移で動いておるかもお知らせ

いただければと思います。 

 取りあえずそれだけ教えてください。 

○分科会長（村岡 峰男） 何点かありますが、どち

らか……。 

 どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） ２点ご質問いただきまし

た。 

 １点目ですけども、職員研修事業費の上のクラウ

ド使用料、これにつきましては、電子給与明細と統

合型人事情報システム、職員採用管理システムとい

うことで、毎年、あくまで利用料ということで発生

をしてるということでございます。 

 それから、職員の派遣につきましてですが、令和

７年度予定をしてますのが、全体で２３名派遣をす

る予定にしております。ちなみに今年度につきまし

ては、２４名派遣をいたしておりますので、マイナ

ス１というような状況になっております。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○総務課長（太田垣健二） ３点ほど質問を頂戴いた

しました。 

 まず１つ目ですけど、市全体のＬＥＤ照明の導入

の率ということでしたんですけども、前回、１２月

議会のときに、市が保有しております施設の、導入

済み、あるいは一部導入済みでありますとか、そう

いったことで一覧表をお出しさせていただいて、率

のほうはちょっと残念ながら出しておりませんで

して、例えば庁舎でいきますと、豊岡市役所本庁舎

はこれから向かうと。城崎は既に済んでおります。

それから、出石も既に済んでおります。日高は２０

２５年に、今年度に向かう予定だということを聞い

ておりますし、竹野庁舎につきましても、これは一

部計画ありですが、２０２４年度で整備をされると

いうことのようでございます。 

 それから、屋上の防水でありますけども、これま

でから、包括管理始まる前までから、以前からこの

庁舎が建ったときから、包括管理的な維持管理をオ

リックス・ファシリティーズさんにお願いしていま

して、部分補修は定期的にやってたんですけど、こ

のたびちょっと雨漏りが発覚をいたしまして、その

下が機械室だったもんですから、何年に一度という

わけではないんですけど、予算要求しましたところ、

予防保全の最たるもんだということで、予算をおつ

けいただいて、塗膜防水でしたけども、それが大分

もうちょっと劣化して、竣工から１１年、１２年目

になろうかと思いますので、そろそろ時期なのかな

という認識でおります。 

 それから、国勢調査の調査員さんの１人当たり何

件ぐらいかというご質問ですが、ちょっと今お調べ

しておりますので、もうしばらく時間を頂戴したい

と思います。以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） ２点ご質問いただ

きました。 

 一つは、結婚支援の実績でございます。昨年度、

２０２３年度は市の支援で１８組の成婚がござい

ました。その前の２０２２年度が２３組となってお

ります。今年度は、今日現在で１１組ということで、

ちょっと下がってはおります。ただ、結婚数自体が

下がってきておりますので、市の支援で約１割弱ぐ

らいが結婚されているということ。それからあと、

大体付き合ってから２年ぐらいで結婚となります

ので、当該年度ですぐ実績が出るものではないとい
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うことで、今後、また推移を見守っていきたいと思

っておりますが、本当に少子化が進む中で、しっか

り結婚支援のほうは充実させていきたいなという

ふうに思っております。 

 もう１点ですが、協力隊の関係です。今年度も同

じく新規が１５名、それから継続が１０名というこ

とになっておりますので、例年このような形で採用

をしているところでございます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（木内 

純子） 外国籍住民の人数です。１０年前、２０１

４年が５００人ぐらいでしたので、そこからいいま

すと、２倍以上に増えております。一旦、コロナの

ときに減りまして、２０２０年７９３人、８００人

ぐらいが今の１，２３７ぐらいまで伸びてきてまし

て、１．５倍ぐらい、毎年３０人から１００人ぐら

い増えているというところです。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 以上だったかな。 

○委員（西田  真） そうですね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。 

クラウド使用料は、利用料ということでお聞きしま

した。了解しました。 

 そして、例年、２３人で、昨年より１人減ったと

いうことですね。ちょっと私、勘違いしてました。

了解です。 

 あと、庁舎管理のほうなんですけど、城崎、出石

はもう済んだということをお聞きしました。日高は

２０２５年ということで、竹野は２０２４年度、今

年度、終わりという格好でよろしいですかね。ちょ

っと確認させてください。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○竹野振興局地域振興課長（小林 昌弘） 竹野庁舎

につきましては、２０２４年度、今年度にＬＥＤ化

の工事を進めておりまして、３月末で完成する予定

になってます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。竹

野はおしまいということで、城崎もおしまい、出石

もおしまい。 

 但東はどういう感じになってますかね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 但東にお

きましては、１階の事務所部分、それから３階のコ

ミュニティは全てＬＥＤ化しております。１階のロ

ビー、それから市民センター、それから２階フロア、

ロビーですね、におきましては、まだ蛍光灯が残っ

ておりまして、順次替えていきたいなと思っている

ところではありますけども、現状、予算のほうはつ

いておりません。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○委員（西田  真） これ、２０２５年度に交換す

る予定も入ってませんか。どうでしょうか。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 交換する

予定、２０２５年はございません、但東におきまし

ては。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） なるべくＬＥＤ化に更新して

いただいて、どういいますん、ＣＯ２とか電力とかそ

ういう関係ももろもろありますんで、なるべく早く

していただければと思ってますし、蛍光灯そのもの

がもう廃止になります、もうなったかな、もうなる

んかな、そういう感じで進んでますんで、その辺も

踏まえてよろしくお願いしたいと思います。 

 そして、屋上のほうの防水は、機械室の雨漏りが

あったということで、初めてちょっと聞いたんです

けど、これはもうすぐにでもしなければならない話

だと思いますが、その辺はどうなんですか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○総務課長（太田垣健二） 今年度から包括管理委託

で日本管財さんにお願いしているんですけど、日本

管財さんの報告で分かったということで、割と早期

でありましたので、応急処置は一応してあるんです

けど、いつまでもつのかなって、下で、本当漫画み

たいにバケツで受けてるような状態でございます。

ですんで、もうこれはすぐ、年度始まりましたら補

修工事のほうに向かわせていただきたいなと思っ

ております。 
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○分科会長（村岡 峰男） いいですか。 

○委員（西田  真） 機械室のことですんで重要な

ことで、どこが雨漏りしても大変なんですけど、も

う早急に工事のほうを進めていただければと思い

ます。年度始まったらすぐにということで、よろし

くお願いしたいと思います。 

 あと、国勢調査のほうなんですけど、なかなか調

査員は大変だいう話を聞くんですけど、その辺の情

報、入ってますか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○総務課長（太田垣健二） なかなかやっぱり、個人

情報ですとか、こういう世の中になってまいりまし

たので、テレビだとか、当然、市のほうとしても、

市広報でありますとか、防災行政無線、いろんな媒

体を使ってアナウンスして、世の中、今、国勢調査

なんだなということは、こう、雰囲気を醸成させて

いただくんですけど、やはりいざ家に来られるとち

ょっとみたいなところがあって。去年の議会の委員

会のときでも、委員さんから、そういった苦情が入

ってないですかみたいなお問合せがありましたけ

ど、数件お聞きしたりとかします。ただ、２０２５

年度につきまして、これから向かいますので、これ

まで以上に、よりそういった情報発信させていただ

いて、浸透させていただければなと、調査員さんの

負担を少しでも軽くできればなと思ってるところ

です。 

 それから、すみません、先ほどのちょっと答弁を

保留させていただいてた、１人当たりどれぐらいの

世帯を調査するんだということなんですけど、多少

増減あるんですが、おおむね１人当たり５０世帯前

後ということでございます。以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） ５０世帯いうのが多いんか少

ないか私にはよく分かりませんけど、なかなか来ら

れても、個人情報なんだいって、全然教えてくれな

いところとか、家におられても鍵を開けてくれない

とか、何回も何回も行く、もう大変だいうことで、

今年度、特にあるんで、その辺を、今言われたよう

に、周知をいろいろと、もうしていただきたいと思

います。国勢調査員が回っとるんは、今年はそうい

う年だいうことも市民の方に周知していただいて、

調査員が少しでも負担が軽減できるようにしてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 周知方法は、市広報とか防災無線ぐらいですかね、

どうなんですかね。 

○分科会長（村岡 峰男） はい、総務課長、どうぞ。 

○総務課長（太田垣健二） ２０２５年度が本調査の

年なんですけど、調査員さんを対象にした説明会を

大体８月の盆過ぎぐらいからやりまして、実際、調

査員さんが現地に回られるのが、９月、１０月なん

です。ですので、タイミングも見計らいながら、タ

イムリーな情報発信のほうに心がけてまいりたい

ですし、直接調査員が聞き取ってやるパターンと、

それから、インターネットでもお答えいただけるよ

うなことも始まっておりますんで、その辺を駆使し

ながら、ちょっとでも負担軽減できればなと思って

おります。以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） そうやって言っていただける

ように、いろいろと周知していただいて、調査員の

負担が少しでも軽減できるように、いろんな対応を

取っていただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 あと、出会い関係なんですけど、今、成婚数も聞

かせていただきました。なかなか大変だなと思って

ますけど、こういうことはもうとても大事なことだ

と思いますんで、少しでも人口が増えるように成婚

していただいて、出産も促すようなことで、一生懸

命頑張っていただきたいと思います。 

 今年度はちょっと少ないような感じに思えるん

ですけど、その辺はどうなんですかね、どうやって

受け止めておられますか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 要因までは把握は

しておりません。やはり年によって変わってくるん

だなと思ってますが、そもそもやっぱり婚姻数自体

が減ってきてるというところかなとは思っており
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ます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○委員（西田  真） 今のこの成婚が３万円という

のは、今も変わりませんのかね、どうでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 仲人さんに対して、

報酬金ということで３万円もお渡しをしておりま

す。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） こういうのをもっと活発にし

ていただくように、成婚率を上げていただくように、

その辺で報酬をもっと上げるとか、そういうような

検討とか、何か研究とか、その辺はされてますか。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 報酬を上げるとい

うことは今のところ考えておりませんが、研修を積

んだり、やる気を出していただくためのモチベーシ

ョンアップのことであったり、あるいは事務局のフ

ォローであったり、それとあと、やはり仕組み自体

も広域化をしたりとか、そういったいろんなところ

を地域プロジェクトマネジャーと一緒に考えてい

るところでございます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○委員（西田  真） ぜひそういうふうに、成婚で

きるまで、いろんなところをアップしていただいて、

１組でも多く成婚できるようによろしくお願いし

たいと思います。 

 あと、地域おこし協力隊のほうなんですけど、例

年どおり、毎年、新規入れて２５名程度でありまし

たか、２５人が定員とか、そういう感じでしたでし

ょうか。どうでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 地域づくり課分が

継続が１０名と、新規は全体で１５名で、現在も今、

いろんな所管、担当課で、十数名しておりますので、

今現在は２９名、協力隊員としております。 

 あとは、この時期がかぶったり、ずれたりします

ので、一番多いときで４０名程度が１年の中で在籍

するということになります。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 了解です。地域おこし協力隊

もなかなか大変な仕事だと思っておりますけど、そ

の辺のフォローも含めて一生懸命やっていただけ

ればと思っております。 

 あと、外国人なんですけど、年々増えていってお

られるんですけど、その辺の外国人の、どういいま

すん、問合せとか、市に在住されとって大変なこと

とか、そういう相談も受けておられるんでしょうか。

どうでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ、はい。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（木内 

純子） 多様性推進・ジェンダーギャップ対策課の

中に、外国人相談窓口がありますので、まずは、本

庁では、転入されたら、窓口サービス課から連絡を

いただいて、相談員が下に降りて、一通りこんなこ

とがあります、日本語教室がありますとか、防災ア

プリを登録してくださいみたいなチラシをお渡し

して、最後、窓口サービス課でリビングガイドを持

って帰るというようなことはしております。 

 あと、やっぱり家族帯同で来られる方も増えてき

て、子供が日本で産まれる方や、呼び寄せがあるの

で、そういった面で、保育園だとか母子保健の面で

の通訳の依頼も増えてきているというところです。

以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） いろんな外国人さんが、今、

豊岡市のほうに住んでおられると思いますので、い

ろんな多言語、しゃべれる方が今おられますんで、

その人も大変だと思いますけど、新たな外国人、豊

岡市に在住していただける人のフォローアップも

含めて、これからもよろしくお願いしたいと思いま

す。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかに。 

 どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） すみません、ちょっと何点か

確認をさせていただきます。 

 人事課のほうから、人件費当初予算の節別比較と

いう別添を頂いてるんですけども、この中で、会計
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年度任用職員が昨年より２３名増えてるというこ

とです。増えてる理由があるわけでしょうから、そ

の理由と、正規職員がマイナス２名ということにな

ってます。これに関して、ちょっとお聞きしてて思

い出したんですけど、たしか２０２４年の３月の市

長総括の説明の中で、２０２４年から２０２８年に

かけて、職員を２４名削減していくという計画がた

しか出てたと思いますけども、これに向けて順調に

いってるのかどうかということも併せてお聞きし

ます。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） ２点ご質問いただきまし

た。 

 １点目ですが、会計年度任用職員が増加というこ

とでございますが、主なところにつきましては、選

挙、市議会議員ですとか、市長選、参議院議員、こ

れに伴う選挙実施の増ですとか、あと、地域包括支

援センターの豊岡圏域が直営ということになる部

分につきまして、６名増というようなことでござい

ます。あと、国勢調査の実施に伴う増というような

ところが主な大きな要因かなと思っております。 

 それから、２点目ですが、正規職員の行財政改革、

これにつきましては、入り口の部分でしか絞りよう

がございませんので、職員採用の段階で、５年間の

計画を下に採用を行っていくという形でしており

ますので、基本的には計画を持って、２４人の減と

いうことを目指して取り組んでいるということで

ございます。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） 次、行かせてもらいます。 

 地方創生推進事業費の６年度から７年度の動き

を見てますと、１億４，９００万円少しですね、削

減されてます。地方創生推進事業費と、大切な分野

かなと思いますけども、この１億４，９００万円の

減になってるところの大きな理由というのを教え

てください。（「すみません、地方創生は午前中の」

と呼ぶ者あり）午前中でしたっけ。（「はい」と呼

ぶ者あり）ごめんなさい、すみません。何か午前中

の話だと思いました、申し訳ないです。ほんならま

た、次、行きます、別途聞かせていただきます。 

 それと、地域コミュニティの中間支援組織で、ち

いきのてというのが何年か前から活動していただ

いておるんですけども、この地域の手のスタッフと

いうか、職員さんというか、何名体制でやっておら

れるのかというのと、導入されてから何年間もたつ

と思いますけども、導入の成果みたいなものを、ち

ょっとあれば教えていただきたいと思います。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 中間支援組織の地

域の手のスタッフですが、今、４名で回っておられ

ます。そのうち２名は専従ではなく、半々ぐらいな

感じでされています。あとは、地域おこし協力隊が

１名、そこで受入れをしていただいて、活動をされ

ているところでございます。 

 中間支援組織ができて、たしか３年だったと思う

んですけれども、成果としては、もうかなり地域の

中に、コミュニティの中に入っていかれて、そこは

すごい信頼関係ができて、いろんなことを頼られて

て、計画の見直しですとか、それから活動支援とい

うのを非常に頼られて、そこは実践をされていると

ころだと思っております。 

 一方で、何でもかんでも頼まれるようなところも

ございますので、例えばパソコンの操作が分からな

いというようなところ、そういったとこは自分たち

でやってくださいねということを、この前、地域の

ほうにも申し上げたところでございます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） それ、４名で、１，３００万

円の、人数割ると少ないんですけど、たしか、これ

は兼業というか、ほかの業務もしながら、市の業務

もやってもいいですよというふうになってたと思

うんですけど、間違いないでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） そもそも業務の委

託ですので、それ以外のことについては、どのよう

なことでも結構でして、逆に、ほかの県の事業を受

けられたりとかも、できる範囲でされているという

ふうに聞いております。 
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○委員（岡本 昭治） 分かりました。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） いいですか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○分科会長（村岡 峰男） どうですか。 

 どうぞ。 

○委員（芹澤 正志） 先ほどの職員の入り口のとこ

ろで、２人減と、こう減らしていくということなん

ですけど、中途採用は。２名減っても、中途が２人

入ればプラス・マイナス・ゼロということにはなら

ないでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） 中途採用があるのか。 

 どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） あくまで、これは予算ベ

ースということでの枠を確保しておりますので、現

実の数字とはまたちょっと若干違うということで

ご理解いただければと思います。 

○分科会長（村岡 峰男） よろしいか。 

○委員（芹澤 正志） はい。 

○分科会長（村岡 峰男） どうですか、あと。 

 どうぞ。 

○委員（石田  清） 永楽館歌舞伎の件なんですけ

ど、８，２００万円ほど予算がついておるんですか、

見とったら。それ、収支はどうなってるのかという、

売上げのチケット代はみんな主催業者の方が持っ

て帰られるのか、一旦全部豊岡市に入って、その収

支の、永楽館の入館料収入って５，１００万円ぐら

いしかないんだけど、その差額が出とるということ

ですか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） 今ご質問

がございましたのが、収入と支出の関係かと思いま

すので、お答えさせていただきます。 

 説明で申し上げましたように、支出につきまして

は、８，２６２万７，０００円ございます。それに

対しまして、チケット代収入は５，１８１万６，０

００円とご説明させていただきました。その差が大

きいので、その点がいかがかということかと思いま

す。これは、事業自体は直営でやっておりますので、

支出も収入も全て市の予算を通しております。 

 差額につきまして、一番大きいものにつきまして

は、地域振興基金事業の財源を充てておりますので、

その地域振興基金の費用を２，５００万円、永楽館

歌舞伎事業に充てさせていただいております。その

ほか、細かいところといたしましては、パンフレッ

ト代、いわゆる番付と呼ばれてるものですけど、そ

のような番付の販売、それから広告料や協賛金など

で２１２万円計上しております。そういったものと

合わせまして、収支の均衡を図っているところでご

ざいます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（石田  清） 結局、ふるさと納税の分が入

ってきとるというわけですね。分かりました。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） 議員おっ

しゃるとおり、ふるさと納税の分が入ってるという

ところでございます。 

○委員（石田  清） 分かりました。 

○分科会長（村岡 峰男） いいですか。 

○委員（石田  清） はい。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかにありませんか。 

 どうぞ。 

○委員（西田  真） 出石の伝建地区の消火器２０

０本で、ボックスは木製で配慮されるということで

ありましたけど、どんなもんかちょっと教えていた

だければありがたいなと思うんですけど。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） 木製で枠

を作る、箱を作るというイメージなんですけれども、

既存のものがないので、具体的には製作をしていく

わけですけれども、物の形としては、消火器の大き

さをぐるっと覆うぐらいの、消火器を一回り大きく

したぐらいの大きさの木の箱をイメージしていた

だけたらいいかと思います。それに足をつけて、そ

れぞれのご家庭の玄関先など、街頭で目につくとこ

ろに置かせていただくというふうなことを考えて

おります。以上です。 

○委員（西田  真） いや、伝建地区に置かれるん

で、それらしいもんを、何か配慮して作られるんか
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なと思ってちょっとお聞きしたんですけど、ただ、

その入る枠の木箱というイメージしかないんです

かね。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） おっしゃ

るとおり、基本的には、ほかの伝建地区などを参考

にしながら、既にやっているところもございますの

で、そういったところを参考に作成します。 

 形としましては、今ご指摘のとおり、大方木の箱

で、例えばそれに屋根をつけるとか、そういった出

石の町並みの意匠を加えるというようなことは特

に考えておりません。ただ、色につきましては、そ

の町並みに合うように、茶系の町並みにそぐうよう

なもので行いたいというふうに考えております。以

上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） これからの話でありますんで、

やっぱりまちにそぐうような、その辺、伝建地区に

ふさわしいような木箱をちょっと考えていただけ

れば、より伝建地区にマッチングするかなと思いま

すんで、その辺もちょっと配慮されて、計画される

ようにお願いしたいと思います。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） かしこま

りました。ただ、町並みを見ていただくに当たって、

目立たないことも大事かと思いますので、その辺り

のバランスを考えながら、これから製作するもので

すから、あわせて、関係者の方々、まちの方々とも

一緒に考えたいと思います。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○委員（西田  真） ぜひよろしくお願いしときま

す。 

 それから、もう１点だけ、木内課長のほうにお尋

ねするんですけど、女性起業交付金というのがあっ

たんですけど、女性起業って、今、これからですけ

ど、どれぐらい見込んでおられるのか、ちょっと教

えていただければと思います。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（木内 

純子） 女性の起業家ということで、今すぐあれで

すが、年間、５人とか６人ぐらいおった、ＫＰＩに

してると、また、それを確認させていただきますが。

デジタルマーケティングセミナーだとか、豊岡みら

いチャレンジ塾とかに参加した方を、ＩＰＰＯ Ｔ

ＯＹＯＯＫＡの起業相談とかにご案内して、そこで

自分のやりたいことを見つけて起業される方があ

ります。例えばゲストハウス開業したりとか、店舗

を始めたりというような方がありまして、年間、ち

ょっと何人か分かりません、そこそこ女性が起業が

頑張っておられるというような現状です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 毎年五、六人ということであ

りますけど、この予算的なものは、大体５人ぐらい

の見込みということでよろしいんですか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（木内 

純子） 起業家の育成の予算というのが、ＩＰＰＯ

 ＴＯＹＯＯＫＡの相談に係る、相談者への謝礼と

いうものになりますので、何人するのでというので

はなく、来年度でしたら、月に２回ほど、子育て中

の女性向けの、パパママ向けの起業相談をこちらの

課で予算を組んでいるということになります。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 起業相談ということで、起業

されるという、私はイメージで受け取ったんですけ

ど、違ういうことですね。（「はい」と呼ぶ者あり）

了解しました、分かりました。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） ちょっと古いデー

タになるんですが、創業支援で、創業者数が、２０

１９年から２０２３年で、全体で７９人なんですけ

れども、女性がそのうち４６人で、いわゆる６割の

人、５８％が女性だったということです。だから、

４年間ですから、４６人なんで、１０人ちょっとで

すかね、割とたくさんの方が創業されています。そ

うですね、１９、２０、２１、２２、２３、５です

か、５か、だから９人か、みたいなことですので、

ご参考に、報告いたしました。以上です。 
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○委員（西田  真） 分かりました、ありがとうご

ざいます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） ないようですので、質疑

を打ち切ります。 

 ここで委員の皆さん、当局職員の皆さんから何か

ありましたらご発言願います。何もありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） ないようですので、当局

職員の皆さんは、ここで退席いただいて結構です。 

 明日１８日火曜日の委員会審査は、前半の部が午

前９時３０分から、後半の部は午前１０時３０分か

ら、当委員会室で行いますのでよろしくお願いしま

す。お疲れさまでした。 

 ここで分科会を暫時休憩します。 

午後２時４５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時４７分 分科会再開 

○副分科会長（芹澤 正志） それでは、分科会を再

開いたします。 

 第２８号議案の審査につきましては、先ほど質疑

まで終えましたので、これより討論に入ります。 

 なお、分科会長が討論されますので、代わりに私

が本議題の表決まで分科会長の職を行いますので、

ご了承願います。 

 それでは、討論はありませんか。 

 どうぞ、村岡委員長。 

○委員（村岡 峰男） 今まで質疑が行われた第２８

号議案、本議案に同意できない事項は、歳入におけ

る市民税の超過課税です。令和７年度予算における

市税収入は９７億２，９９２万円、その中に４億９，

９００万円の超過課税が含まれています。さらに、

個人市民税額は５，３００万円です。前年比１２．

８％、５００万円の増となっています。１７年の４

月の１市５町合併後、旧豊岡市だけに都市計画税が

課せられているという不公平な課税を廃止したこ

とは当然の措置であったと考えます。 

 しかし、都市計画税で得られていた税収を確保す

るためとして、新たに創設されたのが市民税と固定

資産税の超過課税です。固定資産に対して都市計画

税を課している都市は多く見られますが、市民税に

対して超過負担を求めてるのは全国でもまれな課

税状況です。ましてや、個人市民税の所得に対して

超過課税を課しているのは、全国で豊岡市だけです。 

 超過課税の理由として、下水道建設にかけた起債

の償還のためということが説明されてきました。固

定資産を持たない市民にも広く負担を求めること

が公平だとの答弁もありました。全国の自治体が同

じ交付税制度の下で、また、同じ税制の下で自治体

運営を行っているはずです。なぜ、豊岡市民だけが

市民税に超過課税を払わなければならないのかを

問い続けてきました。 

 まずは、個人市民税の所得割による超過課税を廃

止することを求め、反対の意見とします。 

○副分科会長（芹澤 正志） ただいま討論がありま

した。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ただいま議題となってます第

２８号議案、令和７年度豊岡市一般会計予算に賛成

の立場で討論をいたします。 

 いろいろと話も今出てました。諸物価高騰等によ

り市民生活は依然として厳しい状況は理解すると

ころでもありますが、本市の自主財源は約３割しか

なく、適切に自主財源を確保する必要があります。

そのため、超過課税を課しております。その財源は

下水道会計に繰り出しており、それがなくなれば、

道路整備や防災対策、産業振興などの社会基盤整備

のための財源を圧迫し、市民がこれまでと同じ水準

の行政サービスを受けられなくなります。 

 現在と未来の市民要望に応えていくためにも、超

過課税は必要不可欠な財源であり、それを含む本予

算に賛成であります。議員各位のご賛同、よろしく

お願いいたします。以上でございます。 

○副分科会長（芹澤 正志） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副分科会長（芹澤 正志） それでは、賛成、反対
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の意見がありますので、挙手により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○副分科会長（芹澤 正志） 賛成多数により、第２

８号議案は、原案のとおり可決すべきものと決定し

ました。 

 分科会を暫時休憩します。 

午後２時５２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時５２分 委員会再開 

○委員長（村岡 峰男） それでは、委員会を再開し

ます。 

 これより３の協議事項、２の意見・要望のまとめ

について、委員会意見・要望のまとめに入ります。 

 当委員会に審査を付託されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで、委員会意見・要望として、委員長報告に

付すべき内容について協議いただきたいと思いま

す。 

 暫時休憩します。 

午後２時５２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時５８分 委員会再開 

○委員長（村岡 峰男） 休憩を解いて、委員会を再

開します。 

 特に意見はないようですが。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） それでは、ただいま協議を

いただいた当委員会の意見・要望の案文につきまし

ては、正副委員長に一任願いたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 次に、委員長報告についてですが、内容につきま

しては、正副委員長に一任願いたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午後２時５９分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時５９分 分科会再開 

○分科会長（村岡 峰男） これより３番、協議事項、

２番、意見・要望の取りまとめについて、分科会意

見・要望の取りまとめに入ります。 

 当分科会に審査を分担されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで、分科会意見・要望として、予算決算委員

会に報告すべき内容について協議いただきたいと

思います。 

 暫時休憩します。 

午後２時５９分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時０８分 分科会再開 

○分科会長（村岡 峰男） 分科会を再開します。 

 分科会の要望・意見としては、先ほどあった超過

課税について、少なくとも令和４年度にもつけた意

見ですね、検討しなさい、せいと、する必要がある

というような文言を入れると、それは税率のことも

あるけども、期限等を入れた検討を求めるという意

見にということか。 

○委員（西田  真） 言いましょうか、取りあえず。

文言、言いましょうか。今、戻っとるんだけど。 

○分科会長（村岡 峰男） ４年とはまた別か。 

○委員（西田  真） いや、先ほど言いましたよ、

休憩中に言ったやつと一緒だけど、今始まったんだ

で、ちゃんと言いましょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） そうですね、はい。 

○委員（西田  真） 第２８号の令和７年度豊岡市

一般会計予算の超過課税の検討についてというこ

とで、意見をつけたらどうかという話であります。

文言的には、他の自治体では超過課税は期限を設け

て付加されていることが多い。その時点での財政状

況などを踏まえて、付加する額や期間などを検討し、

決定することが一般的であるので、今後に向けて十
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分検討されたい。こういう文言を入れたらどうでし

ょうかという話であります。以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） 先ほどからいただいてお

る令和４年度の意見ですね。 

○委員（西田  真） そうです。 

○分科会長（村岡 峰男） これを参考にして、そう

いう内容の意見もつけるということで、よろしいで

しょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員（西田  真） この内容の文言は、正副委員

長にもう一任しますんで、よろしくお願いしたいと

思います。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

 それでは、分科会の意見・要望については、ただ

いま協議いただいた当分科会の意見・要望の案文に

つきましては、正副分科会長に一任願いたいと思い

ますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 次に、分科会長報告についてですが、内容につき

ましては、正副分科会長に一任願いたいと思います

が、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 以上で分科会を閉会いたします。 

午後３時１０分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後３時１１分 委員会再開 

○委員長（村岡 峰男） 委員会を再開します。 

 これより４番、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんのほうから、何かあればお

願いいたします。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ないようですので、それで

は、以上をもちまして総務委員会を閉会いたします。

お疲れさまでした。 

午後３時１１分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


